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組 織 の 概 要

1.設置の目的

2.機能 と事業

3.機構および業務内容

4.職  員



1日 設置の目的

本県の工業は、昭和30年代後半から新規工場立地の進展に伴い大きく発展 してきました。従来は

繊維工業が中心でしたが一般機器、輸送用機器、電気機器等の加工組立型産業が中心を占めるよう

にな り、工業構造は大きく変化 してきました。

こうした状況の中にあって、本県進出企業 と在来中小企業間では技術水準の格差が大きく、また、

企業間の連携 。協力体制が十分でないこともあり、中小企業の技術力向上、支援体制整備の要請は、

急激な技術の進歩に伴い、ますます重要な課題 となってきました。

これまで、地場産業の発展を支える機関はあっても、県内工業の全般的課題に深 くかかわ り、基

盤的役割を果たす機関は未整備でした。

また、本県産業の主要な部分が高度で先端・先進的な技術を必要とする電子・機械 。精密加工等

の業種に転換 してきたことや、これ ら業種や複合技術に関連する協力企業群の技術水準の向上が不

可欠 とな り、これ らへの技術力向上支援体制を充実することが大切 となってきました。

さらに、こうした時代背景の中で、企業相互、産・学・官の連携により、各分野に分散・個別に

蓄積 されてきた技術ポテンシャルを結集するなどの適切な対応が必要 となってきました。

産業界からの強い要請もあり、このような課題に応えるため、電子、機械、化学、食品、材料、

デザインなど、広範な分野を対象 とする総合的な試験研究指導 。研修機関として、また本県工業技

術振興の拠点 として、工業技術センターは設置されました。

また、急速な技術革新に対応 し、今後技術立県 としての地位を確立するため、総合的な試験研究

機関としての滋賀県工業技術センターの整備に伴い、人材育成、技術 。人的交流、情報の収集・提

供 といったソフ ト部門を持つ側滋賀県工業技術振興協会が昭和60年 3月 26日 に設立されました。
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2E機能と事業

報広

(1)広報紙の発行

(2)工技連連合部会・地方部会等の開催

(3)図書の整備・開放利用

研  究 (技術開発 )

(1)研究活動の推進

(2)コ ンピュータの利用促進

(3)研究参与制度

指  導  ・ 助  言

(1)技術相談 。指導

(2)技術相談役制度

(3)技術普及講習会の実施

催)技術ア ドバイザー派遺・巡回指導の実施

工

業

技

術

セ

ン
タ

ー

試  験  。 分 析

(1)試験分析機器の整備

(2)原材料・製品等の依頼試験

(3)開放試験機器の提供

企 画 調 整

(1)工業技術振興施策の企画 。研究の調整

(2)工業技術振興懇話会の開催

(3)工業技術関係調査の実施

交 流 促 進

(1)技術交流プラザ事業の実施

(2)異業種交流推進事業の実施

(3)科学技術振興プラザ開催事業の実施

(シ ンポジウム・講演会 )

情 報 収 集 提 供

(1)科学技術セ ミナーの開催

(2どOIS・ PATOLISのオンライン利用

(3)情報誌の発行

工
業

技

術

振

興

協

会

教  育  ・ 研  修 (1)技術研修の開催
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3日 機構および業務内容

工業技術センターは総合的な試験研究、指導、研修等を実施するために、企画管理課、技術第一

科 。第二科を設けています。そして、側滋賀県工業技術振興協会と連携を図りながら効果的な活動

を推進 しています。

〔工業技術センター〕 理 係 (1)セ ンターの庶務に関すること。

(2)そ の他他の科および係に属 さない事項
画管理

画  係 (1)試験研究の企画調整に関すること。

(2)工業技術の情報および調査研究に関す

ること。

(3)工業技術振興協会に関すること。

に)そ の他工業技術の振興に関すること。

応用係 (1)電気・電子技術に関する試験研究およ

び指導に関すること。

所 長―一 次 長

応用係 (1)機械技術に関する試験研究および指導

に関すること。職員数 24名

1憂籍1:乞
|

主
任
専
門
員

〔工業技術振興協会〕

理事長一一一副理事長

工業材料係 (1)工 業材料に関する試験研究および指導

に関すること。

ヒ学食品係 (1汀ヒ学および食品に関する試験研究およ

び指導に関すること。

ザイン係 (1)産 業デザインに関する研究および指導

に関すること。

務 課 (1)協会の庶務に関すること。

務 課 (1)技術研修 (講座)の 開催に関すること。

(2)技術セ ミナーの開催に関すること。

(3)技術交流 (異業種など)の推進に関する

こと。

催)技術情報の収集・提供に関すること。

(5)工業技術センター支援事業に関するこ

と。

|

常務理事二一一
(事務局長)

事務局

職員数 7名
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4日 職  員

野 上 雅 彦技 師

デザイ ン係

松 本  正主 任 技 師井 上 栄 一技 師

中 村 吉 紀主 査小 川 栄 司技    師佐 藤 員 知 夫

化 学 食 品 係月 瀬 寛 二主 任 技 師田 附 富 和主 任 主 事

深 尾 典 久技 師河 村 安 太 郎係 長鈴 木 敏 道企 画 係 長

那 須 喜 一技 師機 械 応 用 係山 下 和 子主 査

山 中 仁 敏主 任 技 師櫻 井  淳主 任 技 師田 中 二 郎管 理 係 長 ∞

前 川  昭主 査木 村 昌 彦主 任 技 師田 中 三 郎課 長

西 内 廣 志係 長川 崎 雅 生主 査企 画 管 理 課

工 業 材 料 係井 上 嘉 明電子応用係長帥齊 田 雄 介主 任 専 門 員

松 本 伶 三 良科 長井 上 嘉 明科 長湯 本 嘉 博次 長

技 術 第 二 科技 術 第 一 科畑  信 夫所 長

氏   名職   名氏   名職   名氏   名職   名

(平成 3年 4月 1日 現在)

(平成 3年 3月 31日 現在)

野 上 雅 彦技     師

デザイ ン係

松 本  正主 任 技 師井 上 栄 一師技

矢 田  稔主 査小 川 栄 司技 師佐 藤 員 知 夫

化 学 食 品 係月 瀬 寛 二主 任 技 師田 附 富 和主 事

深 尾 典 久技 師河 村 安 太 郎係 長小 田柿 壽 郎企 画 係 長

那 須 喜 一技 師機 械 応 用 係山 下 和 子主 査

山 中 仁 敏技 自市櫻 井  淳技 師田 中 二 郎管 理 係 長 帥

中 村 吉 紀主 査木 村 昌 彦主 任 技 師田 中 二 郎課 長

西 内 廣 志係 長川 崎 雅 生主 査企 画 管 理 課

工 業 材 料 係井 上 嘉 明電子応用係長躙齊 田 雄 介主 任 専 門 員

松 本 扮 三 良専  門  員井 上 嘉 明科 長湯 本 嘉 博次 長

技 術 第 二 科技 術 第 一 科畑  信 夫所 長

氏   名職   名氏   名職   名氏   名職   名
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予 算 の 概 要

1.事 業 費

2.歳入 。歳出

3.決 算 額



1日 事 業 費 (平成2年度)

2日 歳 入・歳 出
歳  入

517,954,748計

162,129,863職  員  費

28,798,190工業技術センター施設整備基金への積立

4,666,665技術アドバイザーおよび巡回技術指導費

5,105,000技 術 指 導 費

14,816,009技 術 開 発 費

4,211,000研究企画調整費

74,919,516試験研究指導費

110,473,684試験研究用備品等設備整備

30,128,061側協賀県工業技術振興協会への助成

18,500,000研修施設整備事業

2,953,440施設整備事業

59,254,320庁舎等管理運営費 (普及広報費を含む )

1,999,000
円

科学技術振興プラザ開催

金   額概 要

250,277,222250,277,222250,174,000計

複写サービス        25,260円
日本 自転車振興会補助金 33,242,735

33,267,99533,267,99533,262,000諸 収 入

工業技術センター施設整備基金取 り崩 し106,709,703106,709,703106,710,000繰 入 金

技術開発研究費補助金等7,750,0007,750,0007,750,000国庫支出金

工業技術セ ンター施設整備基金運用収入

工業技術振興基金運用収入:g:互:::Ь:,円
87,251,22487,251,22487,252,000財 産 収 入

試験分析機器等設備使用料

試験等手数料

円
15)298,300

円

15,298,300
円

15,200,000使用
手

料
数

及び
料

摘 要収 入 済 額調 定 額予 算 額科  目
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歳  出

/1ヽ 計
ハ 計512,865,074 517,954,748

8,800公 課 費

積 立 金 /ト 計28,798,190 10,000

30,937,281負担金
及び交

補助
付金

10,000旅    費
中小企業近代化資金
貸付事業特別会計

138,556,869備品購入費 393,009/ト 計

2,134,118原 材 料 費 役 務 費 40,000

38,336,791使用料及び
賃 借 料

225,209需 用 費

委 託 料 窯

業

試

験

場
費

中

小

企

業

費

40,260,220 127,800旅    費

4,064,893役 務 費 旭ヽ 計 20,000

54,353,884需 用 費 旅   費
中小企業
指導費

中

企
業

小

費 20,000

4,971,875旅   費 /よヽ 計 4,666,665

2,178,010報 償 費 47,000役 務 費

24,884,143共 済 費 203,000需 用 費

職 員 手 当 旅    費55,396,000 2,461,665

81,888,000給   料 報 償 費 575,000

6,096,000報    酬

工
　

　

業

　

　

セ

ン

タ

費

中

/ト

企

業

費

商

工

費

幸R    酌‖

工

業

振

興

費

商
　
　
工
　
　
業
　
　
費

商

工

費

1,380,000

目項款 項款節 節目

科 目

執 行 額 執 行 額

科 目
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3日 決 算 額

年度別歳入・歳出一覧

15,298,31Xl2 106,709,70387,251,2247,750,lll10 512,865,074262,587,85233,267,∞ 5

47,035,36127,319,00012)599,050一万
14,910112,937,776 763,711,855563,805,758

(寄付金5,llX,000を 含む)

10,325,10063 97,444,00017,884,5995,709,lll10 401,310,300249,350,60120,597)OIXl

62 16,656,5326,919,850 226,806,29399,886,246 350,268,921

6,818,35061 33,165,Ollll261,292,98016,012,633 535,851,289218,562,326

1,397,10060 241,353,33012,950,000 196,987,90440,845,lll10 493533,334

13,897,Ollll59 58,585,Ollll350,189,350 2,543,098,3502,120,427,000

58 43,967,Ollll 43967000

円

・

円

・57
日

・

円

・

円

・

円

2,695,240
口

2,695,240

使用
手

び
料

及料
数 繰 入 金財 産 収 入国庫支出金 一 般 財 源諸 収 入 計

年
　
度

歳 入

2,953,4402 30,128,∝ 114,423,OIXl84,235,516110,473,684 512,865,074162,129,863108,521,510

73,718,Ollll109,991,759一万 390,510,76130,812,16311,780,lll10 763,711,855146,899,172

63 11,734,00045,l149,000123,231,000 137,173,20454,756,31829,366,778 401,310,300

30,549■ 00llj9,987,60762 54,414,81828,807,1249,192,500 350,268,921117,317,772

61 30,770,8819,020,Ollll34,221,520301,307,984 535,851,289110,027,03250,503,872

22,757,930295,149,00060 49,491,55729,580,4814,086,OIXl 493,533,33492,468,366

2,188,909,00059 350,189,350 4,000,000 2,543,098,350

43,967,00058 43,967,OCKl

円

2,695,24057
日
　
・

円

・

円

一

円

・
2,695,240

円

・

円

・

普 及 指 導施設整備費建 設 費 運 営 費振
助

興 協 会
成

研 究 開発 計職 員 費

年

度

歳 出

財産収入注 工業技術振興基金運用収入他
工業技術センター施設設備基金取り崩し

日本自転車振興会補助金他

調査等事務費を含む

金

入
費

八
収
設

繰
諸
建
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施設および設備の概要

1.敷地および建物

2.設備・機器



1日 敷地および建物

所在地 滋賀県栗太郡栗東町上砥山232番地

電 話  0775-58-1500 FAX 0775-58-1373

(1)案 内 図

大安家具

インターチェ

玲絲
ら

レ

栗東町役場

ン

Ｎ

刀
Ａ
劇
ヽ
β
Ｉ

工業技術センター

OJR利 用の場合

草津駅または手原駅下草

●帝産バス 「トレセン行 (栗東高校経由)」 または

「六地蔵行」北の山下車徒歩 ・……………… 約 3分

●タクシー

草津駅から ,… ………………………………… 約15分

手原駅から ―………………………………… 約 5分

○ 白家用車利用の場合

●名神高速道路・栗東インターチェンジより … 約 5分

。国道 1号線上鈎交差点東へ …………………・約 8分

(2.5km)

(3.6km)

近江成田山

至信楽
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(2)配 置 図

至名神栗東インターチェンジ
国道 1号線

至信楽

土 地 32,016活 (登記面積、実測面積33,12522ポ )

うち緑地 19,000活

建 物 研究管理棟 (鉄筋コンクリー ト造 2階建 。一部 5階建 )

4,296ポ (1階床面積 1,987ポ )

実験棟 (鉄筋コンクリー ト造平屋建・日本 自転車振興会補助 )

693■置

別棟 (開放試験室)(鉄筋コンクリー 悴造平屋建・国庫補助 )

1541N

その他    254ポ

・ヵ

υ

0
′難

至国道 ユ号線

/1th
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2H設 備・機 器

平成 2年度に取得 した主要機器等は次のとお りです。

県平成 3年 2月 28日1台三基電子工業酬 ENS-1lL― DC高 圧 パ ル ス 発 生 器

爛明石製作所 FH-417CS動 つ り あ い 試 験 機 自平成 3年 2月 10日1式

自平成 3年 1月 31日1式日本電子工業爛 」PC-750SE Ⅱプ ラ ズ マ CVD装 置

1式横河 。ヒュー レッ ト・パ ッカー ド棚
HP50504A

高速度デジタルス トレージ
オ シ ロ ス コ ー プ 県平成 3年 1月 25日

小 形 疲 労 試 験 機 県平成 2年 12月 26日1式聰島津製作所 U5

県平成 2年 12月 7日1式鵬 ソニー XC-711他
パ タ ー ン 認 識 用
カ メ ラ入 カ シ ス テ ム

1式ア ドバンテス ト爛 TR17301A他電 磁 シ ー ル ド評 価 器 県平成 2年 12月 5日

県平成 2年 11月 30日1式腑 アヤハエ ンジエア リング HC-68Kイ メ ー ジ ス キ ャ ナ ー

1式鵬タバイエスペ ック PSL-4FP超 低 温 恒 温 恒 湿 器 自平成 2年 11月 30日

県平成 2年 11月 26日1式アイテック社 ITM-580他タ

ムオ^テ
像
ス

画
シ機理

大
処

平成 2年 11月 15日1式IMvm sx-2000ランダム振動制御器 白

1式WA T E R Stt GPC150C分 子 量 分 布 測 定 装 置 国平成 2年 11月 14日

平成 2年10月 30日1式三基電子工業m SWC-3000S高 周 波 振 動 発 生 器

1式日本電気三栄爛 RT2108-17振 動 波 形 観 測 装 置 県平成 2年10月 30日

自平成 2年 10月 22日1式爛ア ドバンテス ト R3762A,1870Aネットワークアナライザー

平成 2年 7月 31日1台大和光機工業冊 PR-50Nミ ク ロ ト ム 県

数 量規 格名 財源取 得 年 月 日

*県 :県  単  独

自 :日 本 自転車llc興 会補助金

国 :技術開発研究費補助金
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業 務 の 概 要

1.業務の企画・推進

2.依頼試験分析および機器提供

3.技術相談指導

4.研究 (技術開発)活動

5。 広報 。情報提供



司口業務の企画・推進

(1)滋賀県工業技術振興懇話会の開催

本県工業技術の長期的な展望、企業ニーズに適応 した研究開発の推進および技術開発基盤の整備

を図るため、滋賀県工業技術振興懇話会 (座長 越後和典 滋賀大学経済学部教授)を開催 し、産・

学・官か らの専門的な意見や提言を得ました。

第11回工業技術振興懇話会

開 催 日 平成 2年11月 15日 困

開催場所 族賀会館 4階特D会議室

議 題 等 ●近畿地域の技術 ビジョンの推進状況について

●県商工労働行政の展望について

。工業技術センター・振興協会の活動 と展望について

第12回工業技術振興懇話会

開 催 日 平成 3年 3月 18日 側

開催場所 滋賀県工業技術センター会議室

議 題 等 ●工業技術センター・振興協会の事業概要について

●産学官交流の具体的展望について
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滋賀県工業技術振興懇話会名簿 (平成3年 3月 )

滋賀県工業技術センター 所長畑   信 夫

滋賀県商工労働部 部長高 井 八 良

側滋賀県工業技術振興協会 理事長高 田 二 郎

小見山   亨 大阪工業技術試験所 所長

灘 本 正 博

行政・その他

(5名 )

近畿通商産業局 商工部長

/」ヽ 泉 光 恵 龍谷大学理工学部 教授 (科学技術共同研究センター所長 )

中 村   宏 龍谷大学理工学部 教授

坂 井 利 之 龍谷大学理工学部 教授 (理工学部長 )

並 河 亮 介 滋賀県立短期大学工業部 教授 (工業部長 )

滋賀大学教育学部 教授板 倉 安 正

滋賀大学経済学部 教授越 後 和 典

学 識 経 験 者

(6名 )

日本アイ・ビー・エム酬 製造統括本部 野洲工場長橋 本 孝 久

松下電器産業爛 エアコン事業部 事業部長吉 田 和 正

宅 信 アルメタックスい 取締役社長

丸 野 和 也 積水化学工業爛滋賀水 口工場 工場長

西 河 勝 男 帥暁電機製作所 取締役社長

辰 巳 又 男 滋賀県食品産業協議会 会長

益 塚   稔 オムロン爛 草津事業所 事業所長

岸 田   定 安曇川電子工業爛 取締役社長

木 村 新太郎 木村機械建設工業爛 取締役会長

片 岡 俊 郎 東 レ爛 高分子研究所 所長

対ヽ )|| 彰

県 内 企 業

(11名 )

湖北精工爛 取締役社長

氏    名区   分 所 属 役 職
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(2)工業技術振興に関する調査研究

本県工業の技術開発力強化のための基盤の整備、創造的技術開発の促進を図るための当工業技術

センターの各種事業、今後の本県工業技術振興施策推進の基礎資料を得るため、次の調査研究を実

施 しました。

滋賀県工業技術情報データベースネ ットワーク構築調査その 2

調査期間 平成 2年 8月 ～平成 3年 3月

委 託 先 側システム科学研究所

調査の概要

○国等におけるネットワークの現状

0公設試の関係する情報ネットワークは、①単独型公設試間ネットワーク、②公設試・他機関連携型ネッ

トワーク、③研究者間ネットワーク、④広域研究者間ネットワーク、⑤企業向けネットワークに大別

できる。

0ま た、情報流通については、データベースの提供など「情報提供型」、パソコン通信等による「情報交

流型」とに分けられるが、実際は両方の複合型が多い。

●データベースの内容は、独自整備の場合、大半が「企業情報」と「人材情報」である。

③ネットワークにおけるサービスのあり方

。利用者の側から

①操作手順が簡単であり、きめ細かな対応、②魅力ある新しい情報の提供、③利用料金が安い、④利

便性を考慮した利用時間の設定。

●サービス側から

①外部の利用を設定する場合、データベースを利用するための支援サービスとしてのパソコン通信等

の必要性、②交流や支援サービスとしてのパソコン通信については、ホスト役となれる優れたシステ

ムオペレータの存在、③遊びの要素を含み、普及利用拡大の は`ずみ
〃

となるものが必要。

Oネ ットワーク整備における基本的な考え方

。情報ネットワークシステムを整備していく上での課題としては、①情報化にかかるビジョンの構築、

②情報の内容の充実、③組織・運用体制の確保、④情報インフラ・環境の整備が挙げられる。

●滋賀県における工業技術情報ネットワークはf2段階に分けて整備を進めていくことが望ましい。

第 1段階では、ネットワークは県内工業系公設試を主に構成することとし、県内の農林水産系試験研

究機関や大学等との連携についてはデータベースの構築状況等を踏まえながら積極的に進める。

第2段階は、データベース整備の一応のめどができ、また県内の公的情報網・施設、BIC一 VAN

構想の整備がなされて、県内各地域からの接続が容易になった時サ点以降とする。

この段階では、県内の農林水産系試験研究機関や大学等との直接的な情報交流、企業への情報提供業

務も開始する。

また、県外工業系公設試等との情報交流も推進する。

。今後の課題としては、①工業技術情報データベースネットワークに関連する関係各機関との連携強化

②企業ニーズ対応への産・官協力による取り組み、③情報化促進への環境づくり、④既存の公設試内

研究会等の成果の活用が挙げられる。
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(3)滋賀ファインセラミックフォーラム

当フォーラムは、ファインセラミックス関連産業間の連携を図る必要から、産 。学・官が一体 と

なって平成元年12月 に設立されました。

平成 2年度は、会員企業の訪間を実施するとともに、講演会を次のとお り実施 しました。

(第 3回例会 )

平成 2年 5月 17日

滋賀県工業技術センター

ポスターセッション

会

時

所

容

総

日

場

内

●

●第 4回例会

日 時 平成 2年 6月 5日

場 所 滋賀県立信楽窯業試験場

内 容 講演

「アル ミナ鋳込み技術について」

滋賀県立信楽窯業試験場 主任技師

「スクリーン印刷技術について」

滋賀県立信楽窯業試験場 主査

陶芸の森見学

●第 5回例会

日 時 平成 2年10月 17日

場 所 東 レ爛滋賀事業場

内 容 講演

「東 レセラミックスについて」

東 レい 高分子研究所 研究主幹

「セラミックス評価解析技術について」

酬東 レリサーチセンター 研究員

横井川 正

伊 藤 公

美

桑 島

片 桐

宏
　
　
一万
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。第 6回例会

日  日寺 平成 2年 12月 11日

場 所 酬村田製作所野洲事業所

内 容 詩演

「新製品圧電振動ジャイ ロの開発」

爛村田製作所 ジャイ ロ商品部長 井 上 純

。第 7回例会

日 時  平成 3年 2月 4日

場 所 京セラ爛腕賀蒲生工場

内 容 講演

「ファインセラミックスの精密機器への応用」

京セラ爛 FC事 業本部精密ユニット開発課 責任者 三 上

「窯化珪素 とその応用」

京セラ爛 総合研究所第 1研究部 責任者 古 賀 和 憲

。第 1回見学会

日 時 平成 3年 3月 14日

場 所 名古屋市国際展示場

内 容 ファインセラミックス '91の 見学

善 秋
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2日 依頼試験分析および機器提供

(1)依頼試験分析

企業や団体から依頼を受け、材料や製品などの成分分析や各種試験測定を行っています。これ ら

の業務に迅速的確に対応できるよう試験機器の整備を図るとともに、試験方法について新 しい技術

の習得に努めています。

平成 2年度依頼試験分析実施状況

819129ハ
計

時    間193デザイン指導デ ザ イ ン 指 導

成   分定量分析食品物性・微生物試験

成   分24236定量分析

試   料pH測定

化 学 分 析

日4キャス試験

時    間79７
イ振動試験

環 境 試 験

試   料金属組織試験

試料・測定149硬 さ試験

試   料25451強度試験

材 料 試 験

測    定22電気特性電 気 特 性

測 定 名単位数件  数項    目区 分

参考 年度別依頼試験分析実施件数

78910513167430627合計

12938967７
イ2

1393421471つ
る一万

141951185663

10215453762

2311812021601261

472081560

合 計デザイン
食品物性。

微生物試験
化学分析物性試験環境試験精密測定材料試験

電気・電子

試   験
年度
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(2)開放試験機器の提供

企業が新製品の開発、品質の向上、生産技術の改善等を目的として、設備機器を利用 して試験・

研究を実施 しようとするときは、可能なかぎリセンターの設備機器を開放 しています。平成 3年 4

月 1日 現在で、261種類の設備機器を開放 しています。

平成 2年度設備機器利用状況

月別利用機器教・延時間数・延企業数・実企業数

使 用 目 的 別 利 用 件 数

苦情処理 (40%) その他 (1.1%)

生産技術開発 (53%)

開放試験機器の使用 目的別利用件数の分布

-17-

291847978727780666982887875実企業数

2,132215188194151187164142144202196176173延企業数

23,003193513932014251717511465152411232561289813142508延時間教

2,656277230 215188223206176178255250219239機 器 数

合 計3月2月1月12)弓11り弓10月9月8月7月6月5月4月

2,656
(100°/o)

28
(1.1%)

107
(4.0%)

307
(11.6%)

760
(28.6%)

298
(112%)

142

(53%)
644

(24.39る )

370
(139%)機器数

合 計そ の 他苦情処理品質証切品質管理製品改良
生産
開

技術
発

製品開発基礎研究

製品改良

(112%)

品質管理 (28.6%) 製品開発 (243%)

品質証明

(116%)

基礎研究

(139%)



分 野 別 の 主 な 利 用 機 器

参考 年度別開放試験機器利用機器数・延時間数 。延企業数 。実企業数

3万時間

2万時間

1万時間

昭和60年 61年  62年  63年 平成元年 2年

年 度 ―

開放試験機器の年度別利用延時間数 の推移

―

延

時

間

数

38全 有 機 炭 素 計70
顕微フーリエ変換
赤外分光光度計

27
価
機

評僻
験

△
四

総
試

64冷熱衡撃試験機

41液体クロマトグラフ80
Ｉ
分

Ｃ
析

P 発
装

光
置

30
圧
ムテ

電
海験

耐
試

71表面粗 さ測定機

45熱 分 析 装 置91
フー リエ変換
赤外分光光度計

31
高精 度妨 害波
測 定 装 置

83低温恒温恒湿槽

54X線 回折 装 置134
インス ト
万能材料

ロン型
試験機

46熱映像計測装置97振 動 試 験 機

59
線
置

Ｘ
装

光
析

蛍
分

177
型
鏡微

査
顕子

走
電

52万能材料試験機174二 次 元測 定 機

件教機 器 名件教機 器 名件数機 器 名件数機 器 名

工 業 材 料 ・ 化 学 食 品 関 係電 子・機 械 関 係

5868,26774,13610,252合 計

2912,13223,0032,6562

2501,87717,0662,399一万

2511,69014,8251,95263

2241,33410,5301,68662

1759376,9911,13761

812971ゥ 72142260

実 企 業 数延 企 業 数延 時 間 教機  器  数年 度

/
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3日 技術相談指導

県内企業において新技術の導入や新製品を開発するために生 じる種々の問題点について相談・指

導を積極的に実施 し、当センターヘの来所による相談や大学教授によるハイテクの特別相談、技術

課題に対 し企業の現地において指導を実施する巡回技術指導制度や技術ア ドバイザー制度等多くの

企業の要請に応えました。

また、県内企業の技術者に対 し、当センター設置試験研究機器の利用を促進するため、技術普及

講習会を実施 しました。

以上のことに関する実績は次のとお りです。

15回技 術 普 及 講 習 会 (講義・実習 )

122イ牛特 別 技 術 相 談

29企業 (115日 )技 術 ア ド バ イ ザ

72企業

25企業

42企業

5企業

巡 回 技 術 指

3,205千牛技 術 本目 談

実 施

(平 成

件   数

2 年 度)

等
事 業 名
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1216
食品工学

食品学、栄養学 (機能′酸
品)および食品加工

京 都 大 学
食糧科学研究所教授
(農 学 博 士 )

安 本 教 俸

1319
金属工学

金属材料、機能材料、焼結
材料および熱処理

関 西 大 学 工 学 部 教 授

(工 学 博 士)

赤 松 勝 也

1213
材料工学

冷間鍛造・衝撃 (高速)加工

および複合材料

同志社大学工学部教授

(工 学 博 士 )

今井田  豊

1215
計測・制御工学

知識工学、道応制御および
マン・マシンエ学

立命館大学理工学部教授

(工 学 博 士 )

井 上 和 夫

1242
機械工学

精密加工・切肖助日工・塑性
加工および特殊加工

名古屋大学工学部教授

(工 学 博 士)

山 口 勝 美

1217
電気工学

パワーエレクトロニクスお
よび電気機器磁界解析

同志社大学工学部教授

(工 学 博 士 )

石 原 好 之

相談 日数相談件教指 導 分 野職 名氏   名

平成 2年度特別技術相談役指導事業

平成 2年度融合化開放試験室技術普及講習会 (講義・実習 )

於 :滋賀県工業技術センター

52. 9.26
い 東 京 試 験 機 製 作 所

/卜 林   隼
多機 能 摩 耗 試験 機 測 定技 術

42. 9.12
所作

一

製

豊

津

田

島

前

い
薄膜測定用微小硬度計測定技術

18人2. 7.27
アルバ ック・ フ ァイ酬

峰 尾 絢 子
X線 光 電 子 分 光 分 析 技 術

参力日人数実 施  日講 師名 称
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平成 2年度技術普及請習会 (講義 。実習 )

(機械・電子関係 )

(化学・材料・食品関係 )

於 :滋賀県工業技術センター

於 :滋賀県工業技術センター

2.10.30

～ 2.10.31

棚 ミヽ ツ 卜

彦

ヨ

石 岡 敏
非 接 触 二 次 元精 密 計測 技 術

2. 9 18
爛 ア ドバ ン テ ス ト

益 野 吉 夫
妨 害 波 計 測 技 術

142.10.25
電 測 工 業 爛

青 柳 光 芳
蛍光 X線による膜厚計測技術

2.10.12
ア ン リ ツ 爛

柴 田 剛 利
光 測 定 応 用 技 術

2.10.4
I  M

小 松

V  爛

安 喜
耐 振 動 性 測 定 技 術

62 10.24
爛 バ イ タ ル

/卜 林 英 昭
ノ イ ズ 耐 性 評 価 技 術

52. 9 27
衡

井棘
藤

脚 機 製 造 所

勉
疲 労 強 度 測 定 技 術

8ノに
2.10.16
～ 2.10.18

爛 ヽヽ
ヽ ツ ト ヨ

岡 島 和 宏
二 次 元 精 密 計 測 技 術

参加人数実 施  日講 自雨名 称

92.10.19
所作

次

製

謙

津

田

島

増

爛
液体試料の発光分光分析技術

2.10.23
川鉄 ア ドバ ンテ ック酬

岡 本 康 司
超音波による二次元欠陥分布測定技術

92.10.23
所作

博

製

孝

津

島

島

田

脚
顕微フーリェ変換赤外分光分析技術

10人2.10.26
所作

男

製

晴

津

口

島

関

脚X線 に よ る 応 力 測 定 技 術

参加人数実 施 日講 師名 称
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巡回技術指導 (一般 )

○新製品開発

○生産装置の省エネルギー対策

松 本  正奥 井 一 義

平 山 一 政
2

八 日市 市

大 津 市
食  品

○生産管理に IE技法の考え方を

導入

○細胞培養による有用物質の生産

性向上法

○しらかんばの単細胞化

○腐敗 した培養液の廃棄処理法

井 上 嘉 明

河村安太郎

矢 田  稔

松 本  正

森 岡 忠 美

宇佐美昭二

宮 原 俊 夫

町

町

賀

西

甲

甲

化 学

○アル ミユウムの連続鋳造におけ

る凝固プロセス

O黄銅棒における連続鋳造の疑固

メカニズム

○ファインセラミック製品の開発

○金属間化合物に関する機械的性

質等

○旋盤力日工上における各種問題

○非鉄金属に対するフルモー ド鋳

造技術

松本扮三良

西 内 廣 志

河村安太郎

中 村 吉 紀

深 尾 典 久

小 林  武

田 中 稔 也

倉 知 三 夫

山 本 方 夫

宮 川 清 一
6

町

町

町

町

東

口

西

主

栗

水

甲

中

金  属

○プレス成型機からの製品離型の

挙動解析

○ニューダイヤ等の商品開発

○ポリイ ミドの重量センサヘの応

用技術

OMRP手 法

○酸洗い後の錆対策

斉 田 雄 介

河村安太郎

中 村 吉 紀

木 村 昌 彦

那 須 喜 一

竹下常四郎

柳井田勝哉

上 條 栄 治

木 村 良 晴

森 岡 忠 美

宮 原 俊 夫

町

町

町

市

西

津

東

津

甲

今

栗

草機 械

○外乱抑圧形線形適応制御

○アル ミ鋳造品の切削加工工程の

効率化

○ゴルフ場における農薬散布シス

テム

○無線設備における変復調技術

○電動機の磁界解析

井 上 嘉 明

川 崎 雅 生

木 村 昌 彦

月 頼 寛 二

桜 井  淳

小 川 栄 司

深 尾 典 久

大 石  潔

田 中 春 三

伊 藤 操 子

吉 田  進

松 原 孝 史

5

草 津 市

近江八幡市

大 津 市

電  気

内  部外  部

指 導 事 項
指  導  班

企業数
実施

日数
地  域業 種 名
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2525合  計

○オブン発生電極の電気特性

〇ラック機能を備えたパ レットの

強度および補強方法

○パ レットの樹脂化に伴 う生産方

法

○赤外線による加熱技術

○渦巻線香釣台の開発

井 上 嘉 明

河村安太郎

矢 田  稔

木 村 昌 彦

月 頼 寛 二

山 中 仁 敏

小 川 栄 司

井 上 栄 一

山 本  修

神 沢 一 吉

永 井 芳 治

板 倉 安 正

町

町

市

町

楽

東

山

賀

信

栗

守

志
その他

内  部外  部

指 導 事 項
指  導  班

企業数
実施

日数
地   域業 種 名
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巡回技術指導 (簡易 )

○製品の評価方法

○表面処理後の仕上面向上

○計測の自動化

○生産システムの改善

河村安太郎

川 崎 雅 生

木 村 昌 彦

月 瀬 寛 二

松 本  正

山 中 仁 敏

井 上 栄 一

那 須 喜 一

田 中 春 三

4

近江八幡市

甲 西 町

土 山 町

野 洲 町

八 日市 市

栗 東 町

守 山 市

水 口 町

金  属

○生産設備の振動対策

○プレス成形観察方法

○パーテーションの改良技術

O寸法測定の自動化

○生産システムの改善

〇プレス金型の設計上の留意点

斉 田 雄 介

井 上 嘉 明

西 内 廣 志

河村安太郎

中 村 吉 紀

矢 田  稔

川 崎 雅 生

木 村 昌 彦

月 瀬 寛 二

松 本  正

山 中 仁 敏

桜 井  淳

小 川 栄 司

井 上 栄 一

那 須 喜 一

深 尾 典 久

田 中 春 三

柳 町 親 平

2211

町

町

町

町

市

市

町

町

市

町

町

町

部

西

東

王

津

津

楽

賀

嚇

主

回

野

石

甲

栗

竜

大

草

信

志

八

中

水

日

機 械

河村安太郎

矢 田  稔

川 崎 雅 生

月 瀬 寛 二

桜 井  淳

井 上 栄 一

野 上 雅 彦

深 尾 典 久

田 中 春 三栗 東 町

近江八幡市

草 津 市

今 津 町

守 山 市
電  気

○生産設備の自動化技術

○計測の自動化技術

○計測誤差の補正技術

○生産システムの改善

内  部外  部

指  導  班
企業数

実施

日教
地  域業 種 名 指 導 事 項
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合  計 4221

その他
井 上 嘉 明

0.5
草 津 市 ○弱視用拡大装置とテレビ受像機

との接続技術

0.5大 津 市食  品 ○プラスチ ック加工技術井 上 栄 一畑 中  昭

つ
々

水 口 町

大 津 市

マ キ ノ 町

栗 東 町

化  学

○耐ノイズ性の確認

○生産設備の自動化技術

○成績書のコンピュータ化

○フィルム温度の測定技術

河村安太郎

月 瀬 寛 二

桜 井  淳

小 川 栄 司

深 尾 典 久

内  部外  部

指  導  班
企業数

実施

日数
地   域業 種 名 指 導 事 項

巡国技術指導 (公害 )

10合  計

金  属

同 上井 上 嘉 明

松本扮三良

西 内 廣 志

山 中 仁 敏

桜 井  淳

小 川 栄 司

同    上町

町

東

部

栗

石

彦 根 市
機 械

○敷地境界線上における騒音測定

と対策方法

斉 田 雄 介

西 内 廣 志

同    上

草 津 市
電  気

○工場内および隣地境界線上の騒

音測定 と対策方法

井 上 嘉 明

中 村 吉 紀

宮 原 俊 夫

阪 田 一 郎

内  部外  部

実施

日教
地  域業 種 名 指 導 事 項

指  導  班
企業数
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技術ア ドバイザー事業

○生産工程の合理化技術

○衛生管理を前提 とした新工場の

設計

○容器の耐熱性向上 とカビの防止

技術

鶏臭防止技術

河村安太郎

矢 田  稔

松 本  正

井 上 栄 一

平 沢 久 紀

玉 井 博 幸

奥 井 一 義

森 野 修 範
417

草 津 市

近江八幡市

水 口 町

大 津 市
食  品

○超高分子ポ リエチ レンの溶着性

能の向上

○生産システムの自動化技術

○生産管理技術

中 村 吉 紀

月 瀬 寛 二

山 中 仁 敏

永 井 芳 治

森 野 修 範

森 岡 忠 美
20

市

町

町

津

東

賀

大

湖

甲
化  学

○加工工数の削減技術

○セラミック溶射加工に係る前処

理技術

○溶射粉体の乾燥技術

○強度計算技術

○生産管理技術

斉 田 雄 介

井 上 嘉 明

西 内 廣 志

河村安太郎

井 上 栄 一

深 尾 典 久

木 谷 聰 生

田 中 春 三

柳井田勝哉

神 沢 一 吉

森 岡 忠 美

20

中 主 町

栗 東 町

近江八幡市
金 属

O薄板の加工技術

○破面解析

○ポンプの設計改良 。開発

○回転軸の耐高速性

○廃水処理技術

○接着剤の選定

○振動による機械部品の影響 とそ

の対策

河村安太郎

中 村 吉 紀

川 崎 雅 生

月 瀬 寛 二

山 中 仁 敏

小 川 栄 司

井 上 栄 一

森 岡 忠 美

辻  秀 雄

高 崎 秀 平

森 口 十 三

宮 原 俊 夫
16

月

津

津

町

市

町

市

市

日

栗

八

高

大

草

市

東

機 械

○蛍光ランプ点灯用の他励式およ

び中容量インバータの開発

OCIM導 入に係る留意点

○工場 レイアウ トの改善

河村安太郎

木 村 昌 彦

月 頼 寛 二

井 上 栄 一

光 村 吉 夫

中 條 鐘 一

九 尾 和 好
20

町

市

町

口

津

野

水

大

日
電  気

内  部外  部

指 導 事 項
指  導  班

企業数
実施

日教
地   域業 種 名
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29115合  計

○パ レットの強度計算 と補強技術

○プラスチックパ レントの設計技

術 と金型設計技術

○炭素電極の加工に関する噴流利

用の可能性

○ウイン ドガラスの凍結解氷装置

の開発

〇金属材からプラスチ ック材への

代替技術

○紙 トレーの開発

○小ばえを寄せつけない織物の科

学的な解明

矢 田  稔

木 村 昌 彦

月 瀬 寛 二

山 中 仁 敏

井 上 栄 一

深 尾 修 範

神 沢 一 吉

llJl井 田勝或

光 村 吉 夫

永 井 芳 治

森 口 十 二

22

栗 東 町

近江八幡市

八 日市 市

志 賀 町

新 旭 町

その他

内  部外  部

指 導 事 項
指  導  斑

企業数
実施

日数
地  域業 種 名
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備 考

O特別技術相談役制度について 昭和61年 5月 23日

工業技術センター

1.目  的

技術革新の進展に対応 して県内企業の技術開発力を高め、本県の工業振興を図るため、大学等

との連携のもとに、滋賀県工業技術センター (以下 「センター」 とい う。)に 「特別技術相談コー

ナー」を設置 し、産学の技術交流を推進する。

2.相談コーナーの設置

センター内に 「特別技術本目談コーナー」

を開設する。

3.相談の対象者

相談の対象者は、原則 として中小企業者

とする。

4.相談指導

1)相談内容は、既ね次の分野とする。

○エ レク トロニクス関連

(パ ワーエ レク トロニクス、電気機器

磁界解析、マイクロコンピューター応

用技術など)

○メカ トロニクス関連

(ロ ボット関連、自動制御技術、マン・

マシンエ学、知識工学など)

○先端力日工技術関連

(精密加工、切削加工、塑性加工、特

殊加工など)

○新素材・複合材料関連

(高分子複合材料 (FRP等 )、 金属材

料、熱処理、材料試験など)

○食品関連

(食品製造技術、醸造技術、バイオテ

クノロジー関連等 )

2)相談指導には、右に掲げる「滋賀県技

術相談役」または技術相談役が推薦する

大学等の研究者およびセンター職員が当

たる。

5,相 談 日

相談 日は、月 1回 とする。

また、時間は、原則 として午後 1時から

とする。

食 品工学

食品学、栄養学 (機能性

食品)お よび食品加工

京都大学

∞ 腺
(農学博士)

安本教俸

金属 工学

金属材料、機能材料、焼

結材料および熱処理

関畔 勲

(工学博士)

赤松勝也

材 料工学

冷間鍛造・衝撃 (高速)

加工および複合材料

同志社大学工学部教授

(工学博士)

今井田 豊

計測 ・制御工学

知識工学、適応制御およ

びマン・マシンエ学

立命館大学理工学部教授

(工学博士)

井上和夫

機械工学

精密加工、切削加工、塑

性加工および特殊加工

名古屋大学エミ需酵帳

(工学博士)

山口勝美

電気工学

ノくワーエレク トロニクス

および電気機器磁界解析

同志社大学工学部教授

(工学博士)

石原好之

専 門 分 野現    職氏 名

毎 月 第 2木 曜 日安 本 教 偉

毎 月 第 2木 曜 日赤 松 勝 也

毎 月 第 3木 曜 日今 井 田   豊

毎 月 第 3木 曜 日井  上  和  夫

毎 月 第 2水 曜 日山  口 勝  美

毎 月 第 3水 曜 日石 原 好 之

木目    談    日技術相談役名
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6.相談の申し込み

相談の申し込みは、センター技術第一科 (電気・電子・機械)および技術第二科 (工業材料、

食品)と する。

7.相 談 料

相談料は、無料 とする。

8.事後指導

企業から事後指導の要望がある場合は、センター と技術相談役は引き続き技術指導を行 う。

9.申込みの受付

申し込みの受け付けは、随時行 う。
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主な技術指導事例

○課 題 真空蒸着装置から漏洩するノイズの対策

真空蒸着装置を稼働 させると周辺の機器が誤動作する。その原因と対策について指導 し

て欲 しい。

指 導 妨害波測定装置を現場に持ち込みノイズの発生原因を調べた。その結果、原因は槽内の

高周波放電によるノイズであ り、そのノイズが真空槽の開閉部 (パ ッキン)か ら漏れ、直

接あるいは信号線を介 して周辺機器に入つているもの≧判明した。

そこで、対策 として、開閉部にシール ド性ゴムを貼る等 してノイズの漏洩を減 らし、か

つ制御機器の位置を漏洩 ノイズの影響の少ない場所に変えるよう指導 した。

①課

与旨

題 強度解析結果の違いが生ずる原因について

有限要素法による部品の強度解析を2社に依頼した。同じ部品を解析 したにもかかわら

ず、両者の最大応力に大きな違いがある。どうしてそんな差がでるのか理由を教えて欲し

V｀ 。

導 解析 のモデ リング図、境界条件、拘束条件等か ら次のよ うな原因が考え られ る。

1)荷重定義方法の違い

2)モデル定義の座標系が、直交座標 と円柱座標 と違 う。 したがって、最大応力の分力

分割方向が違 う。

3)モデ リングが、一方は、より細部までモデル化 されている。

○課 題 高速プレス成形機からの製品離型の挙動解析

アル ミ箔容器を成形後エアブローにて吹き飛ばして離型 しているが、飛んでいく姿勢が

マチマチなので、時々金型に挟ま り機械が停止 してしまう。この姿勢を制御することによ

り、停止の トラブルをなくしたい。

指 導 離型後の姿勢は、エアブローのノズルの形状 と位置、エア圧力 とエア量、容器の形状等

の要因により決まる。

そこで、高速度ビデオカメラでこれ らのパラメータを変更 したときの容器の挙動を撮影

し、最適条件を設定 した。

○課 題 パソコンによるPC(プ ログラマプルコン トローラ)の制御

PCをパ ソコンからBASIC言 語を使つて制御 したいと思っている。A社のパ ソコン

からだ とRS-232Cで 制御できるのにB社のパ ソコンからは制御できない。その理由

′ま何か。

指 導 RS-232Cは ピン形状や電気的仕様を表すインターフェースであり、形状が同じだ

から制御 (通信)も 同じと考えてはいけない。

回線 トレーサーを使って通信パラメータを調べたところ、ス トップビットおよびパ リティ

に違いがあった。A社 とB社では、BASICで 通信する場合の省略時パラメータが異な
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①課

キ旨

○課

李旨

○課 題 X― Yテープルの制御方式

自社設備の自動化のため、X一 Yテーブルを自作 したい。サーボ系制御回路の方式には

種々あるようだが、どれが最も適当か教えて欲 しい。

指 導 最的制御、適応制御のような現代制御理論を使つて設計するか、古典的なPID制 御で

設計するかが大きな分かれ道である。

この場合は 1入力 1出力の 2久 または 3次遅れ系で近似できるので、PID制 御でやる

のが無難である。電流、回転速度、回転角度を制御する計 3個のコン トローラが必要にな

るが、これ らのパラメータの決定はシミュレーションによって決めるのがよい。

るために、このようなことが発生 したと思われる。正 しいパラメータを指定 したところ、

B社のパ ソコンからでも制御 (通信)が できた。

提 ガラス管の欠陥検出の自動化

小さなガラス管の切断面の傷や表面汚れを目視で検査 しているが、眼が疲れ、時間もか

かるため、これを自動化 したい。1秒 間に100個処理 したいが方法および検出機の構成を教

えて欲 しい。

導 多くのデータを扱 う画像処理では時間がかか りすぎるため、ワークに光を当てたときの

散乱光や透過光の変化により欠陥する方法を提案 した。

これに用いる光の種類や当て方および受光範囲やセンサの種類について、光学実験装置

で実験を行いながら指導 した。

また、検査機を試作するときの信号処理回路や使用する部品等について経験を交えて指

導 した。

題 プラスチック製品のメッキ不良の原因とその対策

A社は主に小型家電製品のカバー等の精密射出成形を行っている。ABS(ア クリルニ

トリルブタジエンスチ レン)と ウレタンの 2段成形品において、ABSと ウレタンとの境

日がメッキ不良となる問題が発生 した。

原因とその対策について教えてほしい。

導 不良品についてX線マイクロアナライザ等を用いて分析 した結果、ABSと ウレタンと

の接合部のABS側 に表面が少 し荒れた部分があり、そこからメッキ下地処理液に含まれ

るクロムが検出された。

したがって、このような部分が存在すると下地処理後、通常の水洗をしただけでは、処

五‖!液が残留 しメッキ不良が発生 したと考えられる。

そこで、対策としてABS遊 ウレタンの射出成形条件の変更 (充填を良くする)お よび

水洗を強化する等の措置を講 じた。

○課 題 プラスチック製品の成形不良の原因とその対策

プラスチ ックの射出成形品で電機機器のケースを製造 しているが、成形物の一部が層状
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の構造にな り強度が低下したものがあり、その原因が知 りたい。

指 導 正常な部分 と層状構造の部分の赤外分光光度計を使つて測定を行つた結果、層状構造の

部分に他の樹脂成分の混入が観察できた。

他成分の混入は原料ペ レントの乾燥時もしくは射出成形の樹脂替え時に、その前使用 し

た樹脂が残っているために起こつたことが考えられ、その点についての製造工程の管理に

ついて指導 した。

○課

宇旨

○課

与旨

題 示差走査熱量分析 (DSC)に よるナイロン樹脂成形物の再結晶の分析

OA機器の部品として使われているガラス繊維強化ナイロン樹脂が、比較的温度の高く

なりやすい部屋に設置されたところ、常時荷重のかかっているところが変形してしまった。

この原因の解明と対策の方法について教えて欲しい。

導 先ず、DSCを 用いて樹脂成形物の結晶化の様子を測定したところ再結晶迭融解の 2つ

のピークが観測された。また、この成形物と同じものをガラス転移温度以上でアニー リン

グしたのち測定すると、再結晶のピークは消失していた。 (ただし、アニーリングの際変形

することがあった。)

そこで、金型温度を高くして成形した資料を測定したところ、再結晶のピークは消失し

ていた。

以上のDSCの 分析により、成形後においてナイロン樹脂の結品化が十分ではないこと

が変形の原因になっていることが分かった。また、その対応策として一般的に行われてい

るアニーリングでは寸法変化が起こるため、冷去「時間が長くなっても金型温度を高めにす

る方がよりよい製品になることが分かったので、この方法を勧めた。

題 製造現場における簡易検査法

焼結材料の製品の一部に強度不足の不良品が出た。製造ライン中で検査 したいが、簡易

な非破壊検査法はないか。

導 当所の機器によって良品と不良品についての測定実験を実施 したところ次のとお りであつ

た。

1)超音波速度は測定できなかった。

2)デュロメータの測定値において良品と不良品の間に差があつた。

3)金属用ショア硬さは良品と不良品とも同じ値 となった。

以上の結果より、デュロメータによる検査の検討をしてはどうかと指導 した。

①課 題 キチナーゼ活性の測定方法

キチナーゼ活性を測定 したいがその方法について教えて欲 しい。

指 導 次の方法が考えられる。

1)グ リコールキチンあるいはカルボキシメチルキチンを基質に反応 させ、

または還元力の増加を測定する。

2)コ ロイグルキチンを基質にし、濁度の低下を測定する。
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3)キチンを基質にキ トビアーゼの共存下、遊離するN=アセチルグルコサミンを定量

する。

○課 題 カビによる トリクロロフエノールの生物変換について

カビによって、 トリクロロフェノール (TCP)が トリクロロアニツール (TCA)に

変換 されることはあるか。

OH

Cl Cl

カ

一

生化学反応

TCP TCA

指 導 文献 を調査 した ところ、Trichoderma属 のカ ビが、ペ ンタクロロフェノール (PCP)

をペンタクロロアニソール (PCA)に 生物変換するとい う事例が記載されている。

したがって、構造的に似てお り、PCPよ リベンゼン環への塩素置換が 2つ少ないTC

Pは同様の生化学反応により、TCAに 生物変換されるものと考えられる。

CI

Cl CI

PCP
CI

PCA

ClCl

ビ

Cl

Ｃ‐

　

　

　

　

Ｃ‐

OH

CI

Cl Ｃ

　

　

　

Ｃ

-33-



4H研究 (技術開発)活動

わが国の経済と社会生活における潮流の変化は、中小企業に対しても大きな変革を迫っています。

マイクロエレク トロニクス、新素材、バイオテクノロジーに代表される技術革新は、製品の小型化、

高機能化、高性能化を一段と押し進め、中小企業もこれに対応できる技術力を持つことが求められ

ています。個性化、多様化などの社会生活上の変化は、製造業に多品種少量生産、短納期に対応で

きる生産技術を持つことを求めています。また、アセアン・ニーズ等の諸国の追い上げ、技術・貿

易摩擦などの国際情勢はわが国の産業に構造的な転換をもたらし、中小企業に大きな影響を与えて

います。さらに、最近の雇用のひっ迫は、省力化、省人化、自動化への取 り組みを心要とさせてい

ます。

このような状況から、研究業務は技術移転を前提とした応用研究を中心に、自動化のための要素

技術、複合材料の創製および評価技術、新しい食品加工技術などの研究を行いました。

(1)研究参与の設置

研究業務に関する指導 と助言を得るため、 6名 の学識者を研究参与に委嘱 しています。
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制御工学、ヒューマン・インターフェイス

FAシステムエ学、画像処理技術

鉄鋼材料学、金属加工学

高分子化学、合成化学

蛋白質化学、応用生物化学

デザイン、コンピュータグラフィックス

京都大学工学部・教授

立命館大学理工学部 。教授

京都大学工学部・助教授

京都工芸繊維大学繊維学部・教授

京都大学食糧科学研究所 。助教授

創造社デザイン専門学校講師

井 上

渡 部

津 崎

木 村

林

濱 崎

紘 一

透

兼 彰

良 晴

力 丸

修 平

専  門  分  野所  属 職氏   名

非破壊評価技術の研究



(2)研究概要

①研究テーマ

2年度は、次の16テ ーマについて研究参与の指導を得ながら研究を実施 しました。

井 上 栄 一

一
敏
紀
　
敏

喜
仁
吉
　
仁

須
中
村
　
中

那
山
中
　
山

紀
良

士
山
値

村
本

中
松

に
廣

本
内

松
西

志
久

一
　

正

廣
典
栄

内
尾
上
　
本

西
深
井
　
松

野 上 雅 彦

高分子複合材料の非破壊評価技術に関する研究 (第四報)一―超音波速度に
よる炭素繊維複合材料の繊維含有率の推定について一一

耐熱性エンプラの高度化に関する研究―― ビスマ レイ ミドとポリイ ミド樹脂
のアロイ化について一一

炭素繊維強化エポキシ樹脂 (CFRP)の ぬ`れ性
″に関する研究 (第 四報)

一一液昌ピッチ系炭素繊維の気相酸化処理がCFRPの 力学的物性におよば
す影響について一―

プラズマ処理による高分子フィルムの表面改質に関する研究一一酸素プラズ
マ処理によるポリプロピレンフィルムとアル ミユウム蒸着膜 との接着性の向
上
―

プラズマCVDに よる超硬質被膜処理に関する研究―― プラズマ窒化処理の
検討――

高周波焼入における最適処理条件に関する研究

高圧を利用 した創造的新食品の開発に関する研究 (第二報)一一漬物の保存
に関する考察一一

デザイン手法の高度化に関する研究 (第二報)一一映像によるデザイン表現
手法の研究――

工

業

材

料

・

化

学

食

品

・

デ

ザ
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部

門
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崎
村
井
上
　
上

川
木
櫻
井
　
井

木 村 昌 彦

深 尾 典 久

深 尾 典 久

月 瀬 寛 二

河 村安太郎

画像処理の利用による加工組立作業の自動化に関する研究 (第一報)一―画
像処理を利用 した電子部品のマーク文字等の自動認識法の研究―一

電子機器の電磁環境評価法の研究 (第二報)一一電子機器のノイズ対策法≧

対策部品の評価実験―一

検査作業の自動化のための視覚システムの研究 (第一報)一一微細パターン
の自動欠陥検査法の研究一一

コンピュータシュミレーションの電気機器設計への応用研究 (第二報)一一
くま取 リコイル型誘導電動機の磁界解析一―

プラスチック材料の切削に関する研究 (第二報)一― アクリル樹脂およびポ

リカーボネイ ト樹脂における切込み角 と表面粗 さの関係について一一

切削工具非接触 自動寸法測定機の開発

立体構造物形状のコンピュータヘの入力手法の研究 (第二報 )

光計測によるプラスチ ック製品の欠 l・8検査法の研究 (第二報 )

電

子

応

用

・

機

械

応

用

部

門

担 当 者研  究  テ マ
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②研究概要

画像処理の利用による加工組立作業の自動化に関する研究(第一報)

一― 画像処理を利用 した電子部品のマーク文字等の自動認識法の研究 一―

技術第一科 櫻井 得

加工組立作業の自動化はかな り進んでいるが、人の目に頼る作業の自動化は依然遅れている。 と

くに、最近は組み立て部品が急速に小型化 してきているので、 目視に頼る作業は限界にな りつつあ

る。例えば、電子部品の小型化により品名等を表すマーク文字は認識が困難なほどになっているの

で、画像処理を利用 して、これ らのマーク文字等を自動認識する方法を 2年計画で研究する。

本年度は、プリンタ印字文字 (英数字)を対象にして、 8種類の文字特徴抽出法や認識法につい

て検討 し、各方法の有効性を確かめた。その結果、単一の方法では最高86%の認識率 しか得 られず、

認識率を 100%にするには複数の特徴抽出法を組み合わせる必要のあることが分かった。

電 子 機 器 の 電 磁 環 境 評 価 法 の 研 究 (第二報 )

一一 電子機器のノイズ対策法 と対策部品の評価実験 一一

技術第一科 木村 昌彦

インバータやスイ ッチング電源のようにノイズを出しやすい機器が増える一方で、マイコンのよ

うにノイズに弱い機器が増えているので、ノイズによる障害や事故が多く報告されている。事故に

到るほどでなくても、ノイズによる障害は多くの人が経験 しているところである。ノイズによる障

害を防止するため、さまざまなノイズ対策部品が用意されているが、状況に応 じて適切な対策部品

を使用 しないと、期待する効果が得 られない。

そこで、ノイズフィルタ、ノイズカットトランス、フェライ トリング、チ ョークコイルなどのノ

イズ対策部品について、どれをどの様な場合に適用すればどのくらいの効果があるのか、電子天秤

とデジタルマルチメータのノイズ耐性向上の評価実験等を通 して、対策部品の効果を確かめた。そ

の結果、ノイズ対策部品の実用効果に関する系統的なデータが入手でき、今後の技術指導等に有効

なデータが蓄積できた。
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検査作業の自動化のための視覚システムの研究(第一報 )

一一 微細パターンの自動欠陥検査法の研究 一一

技術第一科 川崎

櫻井

大西電子爛 中川

雅生

淳

俊男

木村

井上

昌彦

嘉明

コンピュータの発達 と低価格化により、従来 目視で行われていた検査行程にも、画像処理を応用

した自動化が進みつつある。このような目視検査の自動化を一層進展させるため、平成 2年度より、

目視検査 自動化のキーテクノロジーである視覚システムの研究を 3年計画で進める予定である。

本年度は、多層プリン ト基板における配線パターンの検査を研究対象に選んだ。プリン ト基板上

の回路パターンは年々微細化、高密度化 してお り、現在の技術でもパターンの断線や短絡が発生す

る。これ らの断線や短絡は、回路上に検査 ピンをたてて通電検査を行 うのが確実な方法 となってい

る。この検査 ピンをたてる位置を基板のパターンフィルムより抽出する作業は、従来 目視によつて

行つているが、年々微細化 と多層化が進むため、 日視で行 うのは困難になってきている。そこでこ

の作業を画像処理によって自動化するための基礎的な検討を行ったところ、自動化できる可能性が

あることと、自動化実現に際して解決すべき問題点が明らかになった。

コンピュータシュミレーションの電気機器設計への応用研究(第二報 )

一一 くま取 リコイル形誘導電動機の磁界解析 一一

技術第一科

米子工業高等専門学校

同志社大学工学部

草津電気爛

井上

松原

石原

北村

嘉明

孝史

好之

慎悟

近年、エンジエアリング・ワークステーションの普及に見 られるように、高性能なコンピュータ

が比較的安価に利用できるようになってきたので、コンピュータシュミレーションを利用する設計

開発手法、いわゆるCAE(ヨ ンピュータ・エイデ ッド・エンジエア リング)の手法が急速に進展

してきた。本研究では、コンピュータシュミレーションのうちで、とくに磁界有限要素法解析を利

用 して、性能のよい電気機器を短期間に設計開発する方法を研究 している。

本年度は、くま取 リコイル形誘導電動機の磁界解析を試みた。くま取 リコイル形誘導電動機は家

電製品中に大量に使われている電動機で、安価・堅牢であるが、効率が低い欠点がある。そこで、

効率改善を目的 として、くま取 リコイル形誘導電動機の磁束分布を解析するプログラムを作成 した。

その結果、実験では求めることが難 しい機器内部のミクロな磁束分布が分かるようになったほか、

入力電流波形や力率のような電動機の電気特性もコンピュータシュミレーションで求められるよう

になった。
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プ ラ ス チ ッ ク材 料 の 切 削 に 関 す る研 究 (第二報 )

一― アクリル樹脂およびポリカーボネイト樹脂における切込み角と表面粗さの関係について 一――

技術第二科 深尾 典久

プラスチック材料を用いて試作品や少量の機械部品を製造する場合、機械加工が不可欠であるこ

とが多い。 しかし、プラスチ ック材料の切削性についてはこれまであま り調べ られてお らず、金属

材料に比較 して文献やデータが少ない。

そこで、本研究では、機械加工の必要性が高く、工学的または装飾的な理由から透明度を要求さ

れるこ溢の多いアクリル樹脂 とポリカーボネイ ト樹脂を被削材 として施盤による切削加工を行い、

切 り込み角と表面粗 さの関係について調べた。

その結果、アクリル樹脂では切込み角が04°以下のとき、ポリカーボネイ ト樹脂では切込み角が0.8°

以下の時にき裂型切削にな り、透明度が失われた。また、ポ リカーボネイ ト樹脂の方がき裂型切削

にな りやす く、同一の切削条件ではアクリル樹脂より表面粗 さが悪 くなることが分かった。

技術第二科        深尾 典久

い 日新ダイヤモンド製作所 竹谷 芳一

現在、ダイヤモン ドバイ ト製造工程における形状検査は、マイクロメータや投影機を用いて行つ

ているが、接触測定することによる製品への悪影響や測定者による個人差の発生等の問題があ り、

改善が求められている。

そこで、今回、走査型のレーザー外形測定機、一軸テーブルならびにパ ソコンを組み合わせて、

非接触で自動的にバイ トの形状寸法を測定する装置を開発 した。

装置の精度評価のため、焼結ダイヤモン ドバイ トを非測定物 として、本機による測定値 と、非接

触二次元測定機や投影器による測定値 と比較 したところ、設定値を適当な値 とすることにより、逃

げ角の測定値で004°以内の差、バイ ト幅で 0.003mm以 内の差、先端半径で 0,024mm以内の差であっ

た。さらに多くの被測定物について設定値データの収集を行 うことにより、本機は実用可能 と思わ

れる。

切削工具非接触自動寸法測定機の開発
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立体構造物形状のコンピュータヘの入力手法の研究(第二報 )

技術第一科 月瀬 寛

構造解析を実施するには、まず対象形状の寸法値をコンピュータに入力 しなければならず、図面

の見方やコンピュータヘの入力手法等の専門知識が必要である。また、自由曲面形状を入力するに

は、数多くの曲面上の座標値を入力 しなければならず、かな りの手間を必要とし、これ らのことが

コンピュータシュミレーションによる構造解析技術の普及のネ ックになっている。

そこで、簡易的な形状入力手法の一つ として、自由曲面形状を三次元測定機を用いて計測 し、測

定プローブの半径補正等を行つた後に自動メッシュ分割 して有限要素法の解析モデル とする手法を

開発 した。この手法をヘルメン トのような自由曲面形状物の強度解析に適用 したところ、少ない手

間で精度よくコンピュータヘ形状入力することができた。

光計測によるプラスチック製品の欠陥検出法の研究(第二報 )

技術第一科 河村 安太郎

接合によってプラスチ ック製品を作るとき、接着不良や溶着不良などの欠陥が生 じることがあ り、

場合によっては、全数についてこれ ら欠陥の有無を検査 している。現状の検査方法は、乳白色のプ

ラスチ ックに強い光を当てて目視で欠陥の有無を確認するや り方である。小さい欠陥を長時間日で

追 う作業は疲れるため、この目視による検査を自動化 したいと言 うニーズは強い。

そこで、昨年度、光計測による欠陥検出法を検討 したところ、白色のスポット光を当ててそれに

対応する微小部分の光透過量を測定すれば、欠陥の有無が検出できることを見いだ した。今年度は、

測定時間を短 くするための光の走査方法や光源の種類ならびに投光部・受光部の構造の見直しを行

い、LEDと 光ファイバを用いた多点同時計測式の光透過型欠陥検査装置 として完成させた。
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高分子複合材料の非破壊評価技術に関する研究(第四報 )

一― 超音波速度による炭素繊維複合材料の繊維含有率の推定について 一―

技術第一科 井上 栄一

炭素繊維複合材料の繊維含有率は、材料の力学的特性に大きな影響をおよばす。通常、繊維含有

率の測定には化学薬品による分解法、体積抵抗法や燃焼法が用いられるが、いずれ も簡単でなく、

精度は低 くてもより簡便で非破壊的な試験法の考案が望まれている。

そこで、本研究では、複合材料中を伝わる超音波の速度から繊維含有率が推定できないかと考え、

繊維含有率の異なる試験片を作成 し、繊維含有率と超音波速度 との関係を実験的に求めてみた。

その結果、超音波速度の測定値から繊維含有率の推定が可能であり、かつ超音波速度 と繊維含有

率の関係は弾性率に関する複合則でよく説明されることが分かった。

耐熱性エンプラの高度化に関する研究
―― ビスマ レイ ミドとポ リイ ミド樹脂のアロイ化について 一一

技術第二科 那須

山中

中村

ビスマ レイ ミド樹脂は耐熱性の優れた熱硬化性樹脂であり、FRPな どに用い られているが、靱

性が低いと言 う短所がある。そこで、耐熱性を有 したまま靱性を向上させるために、耐熱性の優れ

ている熱可塑性ポリスルホンイ ミド樹脂 とのアロイイ監を試みた。そして、このようにアロイ化する

ことが、熱的性質や曲げ強度 。衝撃強度の物性に対 してどのような効果があるかを検討 した。その

結果、今回のアロイ化方法では耐熱性では変化はないものの、物性の向上は認められなかった。ア

ロイ化の方法や成分比率および相分離などが今後の課題 と考えられた。

仁敏

吉紀
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炭素繊維強化エポキシ樹脂(CFRP)の ぬ`れ性
″
に関する研究(第四報)

一――液晶ピッチ系炭素繊維の気相酸化処理がCFRPの力学的物性におよばす影響について 一――

、  技術第二科 山中 仁敏

炭素繊維強化エポキシ樹脂 (CFRP)は 、軽量かつ高弾性・高強度などの優れた特性をもつ新

材料で、広い分野で利用 されつつある。このCFRPの 材料力学的性質は繊維一樹脂界面の接着性

(ぬれ性)に大きく依存するので、炭素舷維の表面処理を行い、接着性を向上させている。

そこで、今回は液晶 ピッチ系炭素繊維の気相酸化法による表面処理の処理条件 (温度 と時間)の

違いが、CFRPの 層間せん断強度 (ILSS)と 3点 曲げ強度におよばす影響について調べた。

その結果、気相酸化処理によって、層間せん断強度が約 135%増大 し、曲げ強度が約20%増大 した。

またある酸化温度 (約650℃ )以上で層間せん断強度が急激に増大する現象が観察された。さらに、

層間せん断強度の増大にともなって、曲げ強度も増大することが確認できた。

プラズマ処理による高分子フィルムの表面改質に関する研究
―――酸素プラズマ処理によるポリプロピレンフィルムとアルミニウム蒸着膜との接着性の向上 ――一

技術第二科 中村 吉紀 松本

腑麗光   梅林 和美 桑原 信夫

アル ミニウムを蒸着 したフィルムは食品用の包装資材などに多く用いられている。ここではポリ

プロピレンフィルムとアル ミユウム蒸着膜 との接着強度を向上させるために、ポリプロピレンフィ

ルムに封する酸素プラズマ処理の効果について検討 した。圧力、放電電力、処理時間が接着強度に

大きく影響 した。 SEMと ESCAを 用いて表面の解析を行つたところ、 6秒のプラズマ処理でも

約15%の酸素が導入 された。10分の処理ではエ ッチングによる粗面化 も認められた。一方、接着強

度は数秒の処理では高 くなったが、その後は低下する傾向にあ り、酸素導入量 とは逆の関係にあっ

た。プラズマ処理が接着強度におよばす効果 として、含酸素官能基の生成、ポリプロピレン主鎖の

分解、粗面化によるアンカー効果などが考えられた。

介三良
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プラズマCVDによる超硬質被膜処理に関する研究

一― プラズマ窒化処理の検討 ――

技術第二科 松本 伶三良 西内 廣志

近年、産業用装置や機械部品に対する高機能化や高性能化の要求がますます強くなってお り、こ

のような要求に応えるための技術の一つ として、金属材料の表面改質が注 目されている。表面改質

の方法には窒化、溶射、メッキ、拡散処理等がある。

今回は一般に過酷な状況で使用される金型や工具への硬質被膜処理を目的として、プラズマCV
Dに よる窒化処理の検討を行った。その結果、SS41材 ≧S55C材 の表面にはFe4N(γ

′
本目)の

化合物層が形成されること、 SUS304材 についてはFe2 3N([相 )、 Fe4N、 CrN等の化合物層

が形成されること、また、化合物層の厚 さは処理時間と≧もに増力日することが分かった。

高周波焼入れにおける最適処理条件に関する研究

技術第二科 西内

深尾

井上

末房

技術第一科

甲西高周波工業

廣志

典久

栄一

公男

高周波焼入れの特徴は普通焼入れ と比べ、材料の質量効果に関係なく電源周波数、コイル形状等

を変化 させることによって、任意の焼入れ深さを得ることができる。 しかしながら、 日標 とする焼

入れ深さを得るには従来熟練 と勘に頼ってお り、人材面の問題から、今後製造上支障を来すことも

考えられる。そこで本研究は、高周波焼入れにおける最適な処理条件決定のための系統的な実験デー

タを集積 し、将来データベースとしてまとめあげることを目的としている。

まず、よく利用されるS45Cと SCM440の 二種の材料 (直径30/)に ついて、電力周波数

が30kHzでかつ表面温度一定の条件のもとで、送 り速度を変えながら焼入れ深さがどう変わるか、実

験 してみた。

その結果、 S45C材 では送 り速度 3 mm/秒 ～ 5 mm/秒 の間で焼入れ深さが直線的に変化 し、 SC
M440材 では l mm/秒 ～ 7 mm/秒 の間で焼入れ深さが直線的に変化することが分か り、任意の焼入

れ深さを得るための送 り速度が明らかになった。

-42-



高圧を利用した創造的新食品の開発に関する研究(第二報)

一― 漬物の保存に関する考察 ――

技術第二科 松本  正

現在、市販の漬物の多くは保存性をよくするため、加熱殺菌が施 されているが、物性や風味が変

化するとい う問題がある。そこで、漬物の新 しい殺菌法を開発する目的で、二種類の漬物 (醤油も

ろみ漬けとしば漬け)に室温で 30 0MPa、  40 0MPa、  500MPa、 70 0MPaの 四種類の圧

力で加圧処理をしたあと、20℃で保存 し、微生物生菌数、pH、 色、臭い、有機酸、アミノ酸等の時

間的変化を調べた。そ して、並行 して、無処理のものや、80℃ あるいは85℃ で加熱処理 したものも

20℃ で保存 し、上 と同様の時間的変化を調べた。

その結果、両方の漬物 とも、無処理のものと3 00MPa加圧処理のものは、 5日 目から微生物が

増殖 し、pH、 色、臭い等が変化 したが、 40 0MPa以上の加圧処理をしたものは20℃ で20日 間保存

しても微生物教、pH、 色、臭い等に著 しい変化が観察されず、従来の加熱処理 と同等の保存効果が

認められた。これにより、 40 0MPa以上の加圧処理は漬物の新 しい殺菌法として有効であり、十

分に実用化できることが分かつた。

デザイン手法の高度化に関する研究(第二報)

―― 映像によるデザイン表現手法の研究 一一

技術第二科 野上 雅彦

今 日、CADの 普及は著 しいものがある。デザインの世界においても、さまざまな分野でCAD
の利用が広がってお り、当所でもCADの 積極的利用によってデザイン手法を高度化する研究を行っ

ている。

工業デザインの場合、対象は立体物が多いため、設計段階では二次元モデルの作成が有効である

が、最終的なアウ トプットはたいてい平面 (レ ングリング、図面、映像)に なる。パソコンで三次

元モデルを作るのは現在でも無理で、汎用計算機かエンジエア リング・ワークステーションを使わ

ざるを得ない。逆に、細かな平面処理はパソコンで行 うほ うが有利である。

そこで本年度は、三次元モデルの作成は汎用計算機で行い、平面処理はパソコンで行 うとい うC
ADの複合的な利用環境を実現するため、当所の汎用計算機 とパソコン間でイメージデータを双方

向に転送することを可能にした。これによって、例えば、汎用計算機上で作った新製品の二次元モ

デル (ソ リッ ドモデル)をパソコンに転送 し、パソコン上で写真画面などと合成することが可能に

なった。
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(3)共同研究および研究生受託

①共同研究

②県内商工関係四場所技術研究会

商工関係四場所 (工業技術センター、信楽窯業試験場、繊維工業指導所、機械金属工業指導所)

が互いに密接な連携を図 り、県内企業の技術ニーズに適合 した試験・研究・指導事業を実施 して

いくため、昭和63年度からコンピュータ利用技術研究会 ≧材料技術研究会を設置 しています。

平成 2年度の活動状況は次のとお りです。

③研究生受託

プラズマ処理によるプラスチ ックフィ

ルムの表面改質に関する研究
株 式 会 社 麗 光 技術第二科3  2  1- 3. 9,30

滋賀県茶業指導所

京都府茶業研究所
技術第二科3 3. 1- 4 331茶の葉の有効成分を生かした機能性ジャ

ムの開発

自己燃焼反応を利用 したダイヤモン ド

の接合に関する研究

龍谷大学科学技術
共同研究センター

株式会社 日新ダイ
ヤモン ド製作所

技術第二科2.10, 1- 4 3.31

株式会社 日新ダイ
ヤモ ン ド製作所

技術第一科2  9  1- 3. 3.31切削工具非接触 自動寸法測定機の開発

高周波焼き入れ適正条件決定のための

エキスパー トシステムに関する研究
甲西高周波工業 技術第 科2. 6.12- 3  3.30

大西電子株式会社 技術第一科1.11 15- 2, 9,30画像処理によるプリン ト基板検査装置

用治具設計の自動化について

機  関  名 研  究  テ マ 担 当 科期 間

信楽窯業

試 験 場

工業技術

センター
繊維工業

指 導 所

工業技術

センター
機械金属

工業指導所

工業技術

センター
実施場所

機械金属

工業指導所

繊維工業

指 導 所

工業技術

センター

2.9.12  7 262  4 25実 施 日 3. 1 302 11  92, 7 272663. 3 193  1 22

コンピュー タ利用技術研究会 材 料 技 術 研 究 会

大西電子株式会社 2  4. 1ハV 2  9 30画像処理によるプリン ト基板検査装置

用治具設計の自動化について
技術第一科

研  究  テ マ機 関 名 担 当 科期 聞
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い研究発表

①学会誌発表

②学会等研究発表

③他機関実施の講習会。講義等へ講師として参加

漬 物 へ の 高 圧 利 用
食 品 と 開 発

(25巻 12号 P21～ P23)
松本 正

大 豆 タ ン パ ク 質 の

高 圧 処 理 に よ る加 工 特 性

日 本 農 芸 化 学 会 誌

(64巻 9号 P1455～ 1459)
日本 農 業 化 学会

松本 正

林 力丸

発 表 題 目 学  会  名 発 表 者学 会 誌 名

漬物への高圧利用一第2報―
―栂油もろみ演けの保存性向L効 果―

立 命 館 大 学日本農芸化学会 1991年度大会 松本 正3. 3.31

くま取 リコイル 形

誘電動機の磁界解析

日本シュミレーション学会第12回

計算電気・電子工学シンポジウム
井上嘉明3. 3 22日本科学技術連盟

京都窯業基礎科学懇談会
SHS反応熱を利用した

AlN― Cu接合
3  3.15京都工芸繊維大学 中村吉紀

漬 物 に 対 す る

高 圧 処 理 の 効 果
国立京都国際会館

生物関連領域における高圧科学

研究会シンポジウム
松本 正2  8.30

発 表 題 目 主 催 機 関 。 名 称 発 表 者月  日会    場

高圧を利用した食品の新

しい加工・保存技術

滋賀県水産試験場

加工技術研修会
松本 正3  2 27滋賀県水産試験場

演素繊維一アルミナ繊維1方向ハイプ

リントFRPの 3点 曲げ破炭状況
3. 2.20

滋   賀   県

工業技術センター
広域共同研究第 3回研究会 山中仁敏

高圧を利用した食品の新

しい加工 。保存技術

滋   賀   県

工業技術センター
滋賀県水産加工業協同組合地域

水産物加工利用促進研究会
松本 正3.26

漬 物 に 対 す る

高 圧 処 理 の 効 果
2.10.31奈 良  猿 沢 荘

工技連微生物工業連合部会

第38回 中部近畿地方部会
松本 正

目視検査 の 自動化

に 関 す る 研 究
2.10 12

静 岡 県 沼 津

工業技術センター
工技連電子連合部会

第 5回 ミニコン部会
桜井 淳

ダ イ ヤ モ ン ドと

金 属 の 接 合
近工連第119回化学部会 中村吉紀2.10,4守山市つがやま荘

近畿地方公設試

テクノリサーチコンファレンス90

セラミック溶射被膜における

耐熟衝撃性の向上について
2.10. 4京都市工業試験場 西内廣志

超高圧を利用した食品の

新しい加工・保存技術
松 江 市婦 人 会館

島根県立工業技術センター

島根バイオセ ミナー
松本 正2  9 28

超 高 圧 利 用 技 術

(食品への応用 )

長野県工業技術大学校 松本 正2. 9  6長 野 県食 品工業

試   験   場

発 表 題 目 会    場主 催 機 関 。 名 称 発 表 者月  日
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(5)特許出願

発明の名称

出 題  日

出 願 番 号

発 明 者

「ろう付け方法」

平成 2年 11月 19日

特願平3-313149号

上條 栄治 。大柳 満之 (龍谷大学物質化学科 )

中村 吉紀・松本 介三良 (県工業技術センター技術第二科 )

上田  章 。竹谷 芳― (爛 日新ダイヤモン ド製作所 )
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(6)職 員の技術研修

①中小企業大学校への派遺

②工業技術院関係会議

3. 1. 7-11実習報告会

2.11.18-12 8海 外 実 習

斉 田 雄 介2.10.30ハ彰11, 9国 際 研 修 課 程 1か月コース 座 学 講 義

河村 安太郎2. 9 25-28事例研究短期研修課程  3日 間コース

月 瀬 寛 二3.2,4～ 3.5情報ネットワーク技術

深 尾 典 久2.11.14～ 12.13メ カ ト ロ ニ ク ス

2.10.30ハVll.29 中 村 吉 紀先 端 技 術

木 村 昌 彦2 10 16-11 15中小企業技術指導員研修課程 1か月コース マイクロコンピュータ

氏   名期    間研    修 コ ス

河村 安太郎

出 中 仁 敏
2 10. 1- 4札  幌工技連機械金属連合部会 計測分科会

生

明

雅

嘉

崎

上

川

井
2  9.14京 都近工連電子部会

井 上 栄 一2 711大  阪工技連化学連合部会 高分子分科会

野 上 雅 彦2.73～ 7旭 ナ||工技連製品科学連合部会 デザイン分科会

矢 田  稔2. 6.27大  阪近工連化学・産業合同部会

井 上 栄 一2. 6.14～ 15東京工技連機械金属連合部会 機械分科会

松 本  正2 6.7～ 8大  阪工技連微生物工業連合部会

深 尾 典 久2.67～ 8群  馬工技連機械金属連合部会 CAD/C郷 瓜研究会

川 崎 雅 生2. 5.30- 6 1千 葉工技連産業公害連合部会

2. 5.24-25富  山 中 村 吉 紀工技連製品科学連合部会

月 瀬 寛 二2. 5.24´‐V25東 京工技連機械金属連合部会オプトメカトロニクス研究会

西 内 廣 志2  5.23-24名古屋工技連機械金属連合部会

井 上 嘉 明2  5,17´‐彰18岡  山工技連電子連合部会

河村 安太郎2. 5.11大  阪近江連機械金属部会

松本 介三良2. 5 9～ 11栃  木工技連化学連合部会

矢 田  稔2. 4.25兵 庫工技連微生物工業中部近畿地方部会

氏   名期    間開催地議 名
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河村 安太郎3. 3. 5- 6東  京工技連機械金属連合部会オプトメカトロニクス研究会

野 上 雅 彦3 3.1神  戸近工連デザイン分科会

矢 円  稔3. 2 14ハV15東 京工技連産業公害部会

河村 安太郎2 12  6′ Vヽ 7滋  賀近工連機械金属部会

松 本  正2 11 28′ Vヽ30つ くば工技連微生物工業連合部会ニューバイオ技術検討会

西 内 廣 志2 11 21-22名古屋公設試金属系材料技術担当者会議

山 中 仁 敏2 11.15か V16大  阪工技連化学連合部会 分析分科会

松 本  止2.10 31奈  良工技連微生物工業連合部会 中部 。近畿地方部会

月 瀬 寛 二2 10.29⌒ヤ30名古屋工技連機械金属連合部会オプトメカトロニクス研究会

那 須 喜 一2 10 17-18奈  良工技連化学連合部会 高分子分科会

一得

彦四四

井

村

桜

木
2 10 11-12静 岡工技連電子連合部会 コンピュータ応用分科会

西 内 廣 志2.10  4京  都近工連テクノリサーチコンファレンス

一
稔

紀

良

一ユロ　
　
士
［
に

須

田

対

本

那

矢

中

松

210.4滋  賀近工連化学部会

氏   名期    間開催地議 名

③その他の技術研修

桜 井  淳3.3.11京  都ロボット講演会

小 川 栄 司3  2.13-14大  阪デパイスセミナー

小 川 栄 司2.11 27′ Vヽ29大  阪デバイスセ ミナー

二
彦

寛

雅

瀬

上

月

野
2.10 8～  9京  都第 7回 CAEDSユ ーザー研究会

2 9.26/ヤ 27 矢 田  稔和歌山近畿バイオセ ミナー

那 須 喜 一2. 9 19ハV21東  京高分子可能性講座

小 川 栄 一2. 7 10′ Vヽ12大  阪デバイスセ ミナー

井 上 栄 一2. 6 17-19神奈川二次元測定装置について

氏   名期    間開催地議 名
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5,広報・情報提供

(1)科学技術振興プラザの開催

産 。学・官の交流機会の創出と科学技術の啓発普及を図ることを目的に滋賀県科学技術振興プ

ラザを例滋賀県工業技術振興協会に委託のうえ実施 し、700名 に上る参加を得ました。

(詳細は、協会事業の活動の 7.科学技術振興プラザ事業を参照下さい。)

(2)¶l行物の発行

①技術情報紙「テクノネットワーク」

工業技術センターの活動報告、試験研究機器紹介

をはじめ最新の技術情報から技術の基礎知識まで広

範な工業技術に関する情報を提供するため発行 し、

県内企業の経営者、研究者、技術者および関係機関、

団体等に配布 しました。

O発 行 年 3回 (7月 、11月 、3月 )VOL 15～ 17

0 ttБ  数  各 1,000吉馬

②業務報告書

平成元年度の工業技術センター業務活動の年報 として、第 4号 を発刊 しまとノた0

内容は、業務概要、施設、設備、組織、予算等を中心にまとめたもので、主に行政・試験研

究機関、関係団体等へ配布 しました。

O発 行  9月
○部  数  600菩Б

③研究報告書

県内企業への技術移転を目指 した応用研究を主軸に、併せて先導的な研究の実施を目的とす

る 「工業技術センター研究指針」にもとづき、メカ トロニクス応用の自動生産化システムの研

究、複合材料の評価に関する研究等に取 り組んでいますが、これ ら研究成果を広 く県内企業に

普及するとともに、技術指導等の基礎質料 としての活用を区るため、平成元年度研究報告とし

てとりまとめ、主に行政・試験研究機関等へ配布 しました。

O発 行 10月

O部  数  600菩 [

④そ の 他

当センターの利用促進を図るため、貯町用の手引」、「研究生募集パンフレット」等を作成 し関

係機関、県内企業等へ配布 しました。
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(3)工業技術情報資料等の収集 。提供

工業技術に関する図書、雑誌および資料を備え、県内企業からの閲覧に供するための体制整備

に努めました。

また、平成 2年 12月 1日 から蔵書の貸出サービスを開始 しました。

現在の蔵書 国内図書   約 8,700冊

国内雑誌   約 80種

日本工業規格  (全部門)

*オ ンライン 日本科学技術情報センター 」OIS
サ~ビス

  日本特許情報機講     PATOLIS
*滋賀県工業技術振興協会にて運用

14)見学者等の対応

開設以来、施設、機器、運営等について、海外を含め県内外から技術者・経営者 。行政関係者

等の多数の調査、見学があり対応をしています。平成 2年度の見学者等の状況は次のとお りです。

56240計

21813県  内 団 体  等

344ノ(27イ牛県外 (海外含む)団体等

人  数件  数区 分
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帥滋賀県工業技術振興協会の活動

1.概  況

2.理事会・運営委員会の開催

3.専門部会の開催

4。 人材育成事業

5。 技術情報収集・提供事業

6.技術 。人的交流促進事業

7.科学技術振興プラザ事業

8.工業技術センター図書管理事業



1日 概  況

人材育成、情報収集・提供、技術・人的交流を主要な柱 として開始 した当協会は当初の基盤作 り、

組織体制の強化の域を脱 し、平成 2年度においては過去 5年間の経験 と蓄積 したノウハウを活かし、

内容の充実 した事業を行つてきました。

技術研修の新講座の開設や、科学技術セ ミナーの他地域での開催など、積極的な取組みを進め、

さらには、技術情報・特許情報に関する検索業務の積極的な推進や、技術・市場交流プラザ事業の

開催、異業種交流の啓蒙普及 と県内グループの交流促進を図るため、異業種交流促進事業を展開し

ました。

2日 理事会・運営委員会の開催

3日 専門部会の開催

理  事  会

(第 2回 )

平成 3年 3月 11日

第 3号議案

第 4号議案

平成 2年度事収支補正予算につき議

決を求めることについて

平成 3年度事業計画および収支予算

につき議決を求めることについて

理  事  会

(第 1回 )

平成 2年 6月 19日

第 1号議案

第 2号議案

平成元年度事業報告および収支決算

につき、議決を求めることについて

役員の辞任に伴 う後任役員の選任を

求めることについて

議 案会  議  名開  催  日

。平成 2年度技術研修実施状況について

●平成 3年度技術研修計画について
工 業 材 料 部 門平成 2年 11月 29日

。平成 2年度技術研修実施状況について

。平成 3年度技術研修計画について
食 品 部 門平成 2年11月 28日

電子・機械部門平成 2年 11月 27日
。平成 2年度技術研修実施状況について

。平成 3年度技術研修計画について

内 容菩Б開  催  日
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4日 人材育成事業

2年度は元年度より計画、策定を行つてきた長期研修を 1講座増や し、企業の求める実践的かつ

高度な研修をめざし、実施 しました。

(1)短期研修

13講座の受講者は 321名 であり、大企業は40.5%、 中小企業が58.9%の割合であり、前年度に

比べると、中小企業の比率がやや増加 しております。

また、受講者の地域別の割合で湖南・甲賀 。中部で約847%を 占めています。60年からの受講

者累計は 1,407人に達しました。

ア.実  績

405.510332113講座計

18パ ソコンイ ンターフェイス技術講座3  2.13- 2.25 26.05

16食 品 技 術 講 座3. 2, 7- 2 25 17.0

3  1.17- 2  8 28.5730メ カ ト ロ ニ ク ス 実 用 入 門 講 座

28.0830プ ラ ス チ ッ ク材 料 利 用 技 術 講 座3  1 16- 2  8

27機 械 加 工 技 術 講 座2.11.14-12 18 25.58

1620C言 語 講 座2 11  5´―彰12 26 64.0

47 01220メ カ ト ロ ニ ク ス 基 礎 技 術 講 座2  9. 3′‐彰10.17

26防 錆 。 防 食 技 術 講 座2,9.5～ 10.3 24.5

37.01122パ ソ コ ン  講  座2  7. 2- 7.30

自 動 化 ・ 省 力 化 技 術 入 門 講 座2  6.29′‐彰 7.11 21.5420

プ ラ ス チ ッ ク成 型 加 工 技 術 講 座2. 6 26ハ∨ 7.19 32 528

セ ン サ 技 術 講 座2. 6 19ハV 7. 4 19.534

名

30金 属 材 料 と 熱 処 理 講 座2. 5,11- 6. 6 'キ

問

34 5

実 施 年 月 日 時間教日 数受講者講 座 名
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40.5,ヒ 率 (%) 0.658.9 100.0

受 講 者 数 2名189名130名 321名

大  企  業 計そ  の  他中 小 企 業

イ.企業規模別受講者数

ウ.地域別受講者数

(2)長期研修

長期研修は大企業が 6名 、中小企業が14名 、地域的には湖南が12名 、甲賀・中部で 8名 と近隣地域

からの受講が目立ちました。

ア.実  績

イ.内  容

7.27.823.053.9レヒ 率 (%) 100 025223.4

23名25名74名173名受 講 者 数 321夕旨8名7名11イ旨

湖湖  東中 部甲 賀籾  南 計その他湖  西

2  6. 6-12 14
'手

h

180つ
々機 械 シ ス テ ム 学 科

講 座 名実 施 年 月 日 時間数日 数受講者

ハ 計 60回

2回場工 見 学

4回メ カ ト ロ ニ ク ス シ ス テ ム 設 計

3回電 子 回 路 の 基 礎

3回自 動 需J 作,

4回プ ログラマブル コン トローラ(PC)に よる自動化実習

3回ア   ク   チ エ タ

メカ トロニクスシステム

3回セ ン サ ― (実習 )

4回シ ス テ ム エ 学 概 論

6回機 械 シ ス テ ム 設 計

4回機 械 要 素 設    計

7回設   計   演   習   製   図 (製図)

4回機 械 材 料

5回強 度 設 計 の 計 算 法

機 械 設 計

8回強 度 設 計 の 基 礎
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5.技術情報収集・提供事業

県内企業が求める技術情報 「JOIS」 と特許情報 「PATOLIS」 の利用状況はジョイスが

48件、パ トリスが44件 でした。

また、科学技術セ ミナーの開催は年間 8回、さらに情報紙 「テクノネ ットワーク」の発行など、

情報の提供に努めました。

(1)情報検索

ハ
計 92f牛 1,705歩)

98544小  計72048小  計

85423110

79つ
る1149

177167

46412204つ
を

874112011

5621012110

6323

5222

9340

13306

1045

10
分件

利用時間件 数不可用日寺間件 数年 1 月

PATOLIS利 用 状 況」OIS利 用 状 況
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(2)科学技術セミナー実績

科学技術セ ミナーは、話題性のある技術、先端的技術、および将来期待 される技術、また製品開

発への取 り組み方などをテーマとして、基本理論、応用への道筋、さらには実践的活動の実例を踏

まえて 8回実施 し、情報の提供に努めました。

481合    計 8  回

39

京都大学 生体医療工学研究センター

教 授 後   義 人 氏
京セラ爛 バイオセラム研究部

責任者 藤 沢   章 氏

医 用 材 料 の 現 状 と 将 来
*ど こまで生体組織に代替できるか*
。手術用材料から人工臓器まで
・バイオセラミックスの開発の現

況

3. 2.2545

36
シャープ爛情報システム研究所
主任研究員 鈴 木   等 氏

コ ン ピ ュ ー タ に よ る
英 文 翻 訳 の 状 況 と 将 来

*こ こまで来た英文和訳 *
・第 1部 機械翻訳の仕組み他
・第 2部 活用事例、実演デモ

3  1.2844

93

マロール爛
取締役社長 兎 田 貞 彦 氏

新旭町で開催

商 品 開 発 と 経 営 戦 略
*明 日に向かっての中小企業の対応策*
。商品開発 と市場対応力による差
別化戦略

2.11. 943

54

福井工業大学 (京都大学名誉教授)

教 授 藤 中 雄 三 氏
住友金属工業爛未来技術研究所

副所長 廣 島 龍 夫 氏
爛神戸製鋼所 電子技術研究所
主任研究員 西 元 善 郎 氏

非 破 壊 検 査 の 最 近 の 動 向
*生産性と安全性の双方の向上に寄与する技術*
。近年の工業における非破壊試験
とその利用

・非破壊試験の最近の応用

2 10. 542

92

コンサルティングネットワーク爛
代表敗締役社長

宮 田 ひとみ 氏

コンピュータシステムと企業戦略
*今話題の戦略情報システム

(SIS)と は何なのか *
・科学技術振興プラザ

(Part劾 同時開催

2  9  441

71

京都大学 工学部機械工学教室
教 授 井 上 達 雄 氏

センチュリーリサーチセンター爛
営業課長 三 木 研 一 氏
第2課主任 小 椋 一 秀 氏

強度設計 とCAEの 新 しい展開
*よ り高度な設計技術の展開をめざして*
。強度設計の自動化 とCAE
,CAEと 最先端利用技術の応用
例

2  7.1740

43

工学部電気工学教室

西 川 溝 一 氏

三菱電機脚産業システム研究所
泉 井 良 夫 氏

学

授
京都大

教

ニューロ・コンピュータの現状と将来
*脳 の情報処理に学ぶ *

・ニューロ・コンピュータとは何
か

・ニューラルネ ットワークの産業
応用

2. 6.2239

名

53

東京工業大学 資源
助教授 土 肥

神戸大学 工学部工業化学科
助教授 筏   英 之 氏

化

義
学研究所

治  氏

分解 性 プ ラス ックの開発 動 向
*地球環境を守るために *

・生分解性プラスチックの現状 と
将来

・光分解性プラスチ ックの可能性
と開発の現状

2  5 1538

参加者教自雨講ア マ年 月 日回
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(3)情報紙の発行

2,000テクノネットワーク VOL.173.3

2,000テクノネットワーク VOL 162.11

2,000テクノネットワーク VOL 152. 8

部 教名 称発行年月
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6日 技術・人的交流促進事業

(1)滋賀県技術・市場交流プラザ開催事業

今年度のグループは、県下全域から21社 の申込があ り、まずは互いに企業紹介することから始め、

技術的課題を議論 し、また、見学会の実施で、一層交流を深めました。

このグループも次年度か ら任意グループ 「STAGE90」 として、新 しい活動を開始すること

にな りました。

活動状況

1.企業プロフィルについて

2.効果的な交流推進のためのア ドバイス

3.企業紹介 「自社を語る」

・シガ山出化工爛 窪田守男

・爛木村鉄工所  木村泰始

・ミノベ建設脚  西村尚大

4.助言者の講評 新庄秀光氏

5。 今後の例会予定及び運営方法について

2.5.9困 20名工業技術センター

(発会式 )

1.工業技術センター主要設備の見学

2.工業技術振興協会 と工業技術センターの

概要紹介

3.助言者・事務局 (協会)紹介

4.技術・市場交流プラザの目的と運営につ

ヤ`¬〔

5。 講演 「異業種交流 (技術・市場交流)プ

ラザの取 り組み方」

技術士・カタライザー 。助言者  新庄秀光氏

6.会員 自己紹介

7.協会OBグループの概要

8.定例の例会開催予定 日について

9.セ ンターの利用及び指導事業について

2. 4 24υ 0 30名工業技術センター

2.4.51■l プラザ助言者に新庄秀光氏を委託

参加者教実 施 場 所内 容年 月 日
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18名近江八幡市

ホテルニューオー ミ

1.企業紹介 「自社を語る」

・エスジーエスエンジニアリング爛 井上昌幸

・爛サンコー製作所    桐山利和

・千登勢精機脚      佐藤徳和

2.助言者の講評 助言者 新庄秀光氏

3.科学技術振興プラザ ,90「 記念講演会」

「21世紀を駆けるリニアモーターカー」

爛テクノバ会長 京谷好泰氏

「創造の風土を拓 く」

IBMフ トツン研究所

主任研究員 江崎玲於奈氏

4.産学官交流パーティー

2.8.21困

14名工業技術センター1。 6月 例会の総括

2.企業紹介 「自社を語る」

・中野電気仰   岡田 滋

・脚暁電機製作所 岡本雄一

。片桐工業出   片桐康博

・爛ジョーニシ  上西治久

3.助言者の講評 助言者 新庄秀光氏

4.幹事選出について

2,717(月

23名KBS

びわこ教育センター

(宿泊研修会 )

1.研究討論の進め方

2.研究テーマ選択 とグループ編成

3.グループ討論

4.グループ討論のまとめ

5.発表及び質疑

6.助言者の感想 助言者 新庄秀光氏

〔研究討論テーマ〕

・製品開発の研究

・生産技術の研究

・経営力向上に関する研究

2.6.19側

～ 620困

参加者数実 施 場 所内 容年 月 日
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13名新旭町

地場産 しんあさひ

新旭風車村

アイ リスハ ウス

新旭電子工業爛

(宿泊研修 )

1.第 43回科学技術セ ミナー講演

「商品開発 と経営戦略」

マ ロール腑

取締役社長 兎田貞彦氏

2.セ ミナーについてのディスカッション

3.懇親・宿泊

4。 工場見学

2.11,90

～1110(J

16名草津市勤労福祉センター１

　

９
，

代表幹事、副代表幹事の紹介

企業紹介 「自社を語るJ

・硼タンジ製作所     丹治興宗治

・HOYAレ ンズ硼     奥津嘉雄

・コンピュータ応用技研究爛 渡邊 陸

助言者の講評 助言者 新庄秀光氏

11月 例会の運営について

異業種交流組織パソコンネ ットワークの

紹介

３

　

４

　

５

2.1016側

18名草津市勤労福祉センター1。 企業紹介 「自社を語るJ

・八 幡 電 工腑    長尾泰明

・サムエンジエア リング爛 高野 勇

・腑中村プレスエ業所   中村靖夫

2.助言者の講評 助言者 新庄秀光氏

3.「全国中小企業テクノフェア」「京者[融合

化フェア」「近畿ブロック技術・市場交流

プラザ奈良大会」の概要について

(参加要請 )

2,918(州

参加者数実 施 場 所内 容年 月 日
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14名工業技術センター1.「テクノマー ト大坂 '91」 「中小企業事業団

カルテ作成調査票」について

2.次年度の活動の在 り方 (講演 )

助言者 新庄秀光氏

3.滋賀県異業種交流連絡協議会

異業種グループ合同会議

「21世紀成長戦略～多様化新規事業成功

への条件」

全国中小企業融合化促進財団理事、コン

パウン ド京都初代会長   西脇一雄氏

4.効果ある運営への模索、グループ間交流

について

3.218月

14名会員企業

あたか飯店

1.会員企業の工場見学

・仰暁電機製作所草津工場

・lkl中 村プレスエ業所

2.懇親会

3.ア ンケー ト、感想文について

4.「技術・市場交流プラザ全国大会」

「全国融合化フェア」について

3.124閃

13名草津市勤労福祉センター1.企業紹介 「自社を語る」

・大 西 電 子爛

・棚タックテック

・ トダバイオシステム

・爛あけばの開発

・大林電子工業爛

2.助言者の講評 助言者

3.今後の運営について

橘 典盛

薫森甚吾

戸田 隆

明井惣一

大林 誠

新庄秀光氏

2.1218側

実 施 場 所内 容年 月 日 参加者教
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3. 3.18(月 )
13名工業技術センター1.平成 2年度技術・市場交流プラザを振 り

返つて

2。 今年度プラザのまとめ

アンケー ト集計結果、感想文

3.平成 3年度のプラザ '90の運営について

4.技術・市場交流プラザ全国大会について

(報告 )

年 月 日 参加者数実 施 場 所内 容

(2)異業種交流推進事業

異分野の技術力や市場、経営力などを融合 させて、技術開発、新製品開発及び需要開発などを行

い、新事業を開拓 していこうとい う経営資源の 「融合化」が全国的に展開されつつあります。県内

でも異業種交流グループ間の一層の活性化 とともに、より幅広い交流をするため、県内16グループ

340社 の連合組織 「滋賀県異業種交流連絡協議会」で合同事業を行 うなど支援活動を展開しました。

ア.連絡協議会として行つた事業

2.12 26(ァ同 15名守山市

つがやま荘

滋賀県異業種交流連絡協議会

事務局会議

・グループの現状報告 と問題点

・他府県連絡協議会の活動状況

・効果ある運営への模索

・グループ間交流のあ り方

カタライザー 新庄秀光氏

2.11 9④ 34名高島郡

地場産 しんあさひ

滋賀県異業種交流連絡協議会

第 2回研究会

テーマ 「商品開発 と市場対応力による差別

化戦略」

講師 マロールlMl 社長 兎田貞彦氏

2.8.21(州 産 。学・官交流会 120名近江八幡市

ホテルニューオー ミ

内 容年 月 日 参加者数実 施 場 所
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50名栗東町

工業技術センター

滋賀県異業種交流グループ合同会議

(講演)「21世紀成長戦略～多様化新規事業成

功への条件」

・異業種交流により企業多様化新規事業に

成功するための条件

・京都の異業種交流成功事例

・京都府異業種交流推進協議会発足以来の

企業メリットと運営の問題点について

・京都府異業種交流推進協議会の国際交流

の経過について

。京者[に おける産学協同開発の成果 と交流

の勘所

講師 全国中小企業融合化促進財団理事、コ

ンパウン ド京都初代会長 西脇一雄氏

(代表者打合せ会)

カタライザー 新庄秀光氏

3. 2 18(月 )

参加者教実 施 場 所内 容年 月 日

イ.異業種交流グループ支援事業

当協会より誕生 したグループ、「カォス60」 「テクノス61」 「オラクル62」 「レイテ ック88」 「ミン

グル89」 の支援をしてきました。

実 績

13回20名ミ ン グル 89

14回12名レイテック88

11[ヨ12名オ ラ クル 62

13回16名テ ク ノ ス 61

8回12名カ オ ス 60

例 会 等会 員 数グル ー プ名
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ウ.融合化センターの活動

元年度に設置された融合化推進室 (融合化センター )

発信基地 としての機能充実を目指 しました。

主要事業   ・異業種交流室の利用

・融合化に関する情報提供

・融合化に関する図書の貸出し

・カタライザーの派遺

。OA器機の利用

の運営に携わり、異業種交流活動の情報
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7.科学技術振興プラザ事業

産・学・官の交流機会の創出と科学技術の啓発普及を図ることを目的として、科学技術振興プラ

ザを実施 しました。

第 1部

(日  時〉 平成 2年 8月 21日 m 13:00～ 19:00

(場  所) ホテル・ニューオウミ

近江八幡市鷹飼町1481番 地

(内  容 )

・科学技術記念講演会

「21世紀を駆けるリエアモーターカー ーその研究 と開発―」

棚テクノバ会長 東海旅客鉄道爛顧問  京 谷 好 泰 氏

「創造の風土を拓 く」

IBMい ワ トツン中央研究所主任研究員 江 崎 玲於奈 氏

・産学官交流パーティー

(参力日者数)   600名

第 2部

(日   時) 平成 2年 9月 4日 m 10:Oo～ 17:00

(場  所〉 滋賀県工業技術センター

(内  容〉

・工業技術センターー般公開

OX線光電子分光分析装置 (ESCA)
○蛍光X線式膜厚測定機

○冷熱衝撃試験機

○溶射皮膜評価試験機

○大越式摩耗試験機 等

・デモンス トレーション

○ 「6)000気 圧で調理すると」 働日圧食品の実験 )

○「あなたのゴルフスイングを見てみよう」 (高速度カメラの実験 )

・科学技術映画の上映

○「光ファイバーケーブル伝送方式」

○ 「揺れ動 く大地 一地震の驚異―」

○「よリミクロな世界ヘ ー 日本の先端技術一」

(参加者教)   100名
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8口 工業技術センター図書管理事業

本年度より、工業技術センターの図書を県内企業等に広く活用してもらうため、工業技術センター

から委託を受けて、閲覧、貸出、複写サービス業務を行いました。

40120249計

2018543

912342

91429

2122612

101711

51510

8179

4108

1119ワ
ｒ

10126

ワ
ｒ125

944月

貸 出 (名 )複 写 (名 )閲 覧 (名 )
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